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１
９
３
０
年
、
日
本
で
建
設
機
械
の
第
１
号
機
を
つ
く
っ
た

の
は
、
私
た
ち
コ
ベ
ル
コ
建
機
で
し
た
。
以
来
、お
よ
そ
80
年
の

歴
史
の
中
で
、さ
ま
ざ
ま
な
事
業
環
境
の
変
化
に
対
応
し
な
が

ら
、
脈
々
と
流
れ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ピ
リ
ッ
ツ
と
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ス

ピ
リ
ッ
ツ
で
、
常
に
新
た
な
課
題
に
果
敢
に
挑
戦
し
続
け
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
現
在
、
世
界
有
数
の
建
機
・
農
機
メ
ー
カ
ー
で
あ
る

C
N
H
グ
ロ
ー
バ
ル
社
と
の
全
世
界
包
括
提
携
に
よ
っ
て
、
世

界
第
３
位
の
建
設
機
械
グ
ル
ー
プ
へ
と
成
長
を
遂
げ
ま
し
た
。

よ
り
高
度
な
技
術
と
品
質
に
支
え
ら
れ
た
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を

日
本
は
も
と
よ
り
、
世
界
中
の
現
場
に
提
案
で
き
る
体
制
を
確

立
し
、さ
ら
な
る
信
頼
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

当
社
の
設
立
か
ら
脈
々
と
引
き
継
が
れ
て
き
た
理
念
は「
ユ

ー
ザ
ー
現
場
主
義
」
。
昨
今
で
は
そ
の
理
念
に
よ
り
、
省
エ
ネ
や

極
低
騒
音
な
ど
環
境
性
能
の
高
い
建
設
機
械
を
世
に
送
り
出

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
そ
の
理
念
は
、
製
品
を
超
え
て
、ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

の
皆
さ
ま
へ
の
想
い
と
し
て
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
の
皆
さ
ま
に
末
長
く
信
頼
し
て
い
た
だ
く
た
め
、そ
し
て
ユ

ー
ザ
ー
に
選
ん
で
い
た
だ
け
る「
商
品
」「
会
社
」「
社
員
」
づ
く
り

の
た
め
に
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
身
の
丈
に
合
っ
た
活
動
を
点
か
ら
線
へ
、
そ
し
て
面
へ

と
粘
り
強
く
展
開
し
て
い
く
こ
と
で
、
き
っ
と
そ
の
先
に
私
た

ち
の
描
く
未
来
の
姿
が
現
れ
て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
豊
か
な
「
未
来
」
を
育
む
た
め
に
、「
今
」
を
大
切

に
活
動
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
地
球
」
と
「
社
会
」
と
「
人
」

の
た
め
に
、
着
実
に
、
継
続
的
に
C
S
R
活
動
に
取
り
組
み
、
強

さ
と
優
し
さ
を
備
え
た
、し
な
や
か
な
企
業
で
あ
り
続
け
る
こ

と
を
コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
は
目
指
し
ま
す
。

強
さ
と
や
さ
し
さ
を
備
え
た

企
業
で

企
業
で
あ
る
た
め
に
。

コベルコ建機グループのCSR活動 ― 未来 へつながる明るい社会のために

CSR Activity Concept
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コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
で
は
、
従
来
か
ら
行
っ
て
き
た

国
内
外
に
お
け
る
被
災
地
へ
の
支
援
活
動
な
ど
の
社
会

貢
献
活
動
に
加
え
、
人
材
育
成
・
地
球
環
境
保
護
な
ど

も
目
的
と
し
た
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
を
、２
０
０
６
年
度
よ
り
本

格
的
に
開
始
し
ま
し
た
。

　

昨
年
、
初
め
て
社
会
環
境
報
告
書
2
0
0
7
を
発
行

し
、
当
社
グ
ル
ー
プ
の
C
S
R
活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
。

C
S
R
活
動
に
お
け
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
主
体
に
、
考
え
方

や
方
針
な
ど
、
概
念
的
な
こ
と
に
注
力
し
た
の
が
特
徴

で
す
。

　

今
回
の
報
告
書
は
第
２
回
目
に
あ
た
り
ま
す
。
前
回

よ
り
、
さ
ら
に
一
歩
踏
み
出
し
て
、
具
体
的
な
活
動
内
容

を
主
に
取
り
入
れ
て
作
成
し
ま
し
た
。
具
体
的
な
紹
介

を
す
る
こ
と
で
、グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
活
動
全
体
を
伝
え
、

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
評
価
い
た
だ
く
こ
と
で
コ
ベ
ル
コ

建
機
グ
ル
ー
プ
の
C
S
R
活
動
を
、
よ
り
い
っ
そ
う
活
性

化
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
報
告
書
を
通
じ
て
、
社
員
や
ユ
ー
ザ
ー
な
ど

を
は
じ
め
、
取
引
先
企
業
や
地
域
社
会
の
方
々
、
事
業
活

動
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
皆
さ
ま
に
、

コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
へ
の
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

●
社
会
環
境
報
告
書
の
発
行
に
あ
た
っ
て

強
さ
と
や
さ
し
さ
を
備
え
た

企
業
で
あ
る
た
め
に
。

【
対
象
組
織
】

コ
ベ
ル
コ
建
機
株
式
会
社
本
社
お
よ
び
、
国
内
外
の
事
業

所
、
営
業
所
、
工
場
等
、
そ
の
他
全
て
の
関
連
施
設
を
対

象
と
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
期
間
】

２
０
０
７
年
４
月
１
日
～
２
０
０
８
年
３
月
３１
日

【
報
告
書
発
行
】

２
０
０
８
年
６
月

●
報
告
書
の
対
象
に
関
し
て

地域社会

との共存

環境製品

開発／供給

生産・物流の

CO2低減

チーム

マイナス6%

の参加

職場環境の

改善

人事制度の

充実

福利厚生

災害復興

支援

社会貢献

社会・地域 環境

社員

コベルコ建機

グループ
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コベルコ建機株式会社

KOBELCO CONSTRUCTION MACHINERY CO.,LTD.

1999年（平成11年）10月1日

東 京 本 社／〒141‐8626 東京都品川区東五反田2丁目17番1号　　　TEL：03-5789-2111

広 島 本 社／〒731‐0138 広島県広島市安佐南区祇園3丁目12番4号　TEL：082-874-1111

大垣事業所／〒503‐0932 岐阜県大垣市本今町1682番地の7　　　　TEL：0584-89-3104

160億円

島田　博夫（しまだ　ひろお）

建設機械、運搬機械の製造、販売並びにサービス

750名（グループトータル4,940名）   ［2008年4月1日時点］

2,817億円［2007年度］

コベルコ建機東日本（株）、コベルコ建機関東（株）、コベルコ建機中部（株）、コベルコ建機西日本（株）、コベルコ建機九州（株）

コベルコ建機エンジニアリング（株）、ユタニサービスサプライ（株）、コベルコ建機インターナショナルトレーディング（株）、

コベルコ教習所（株）、コベルコ豊田通商建機ホールディングアジア（株）、中村リース（株）、トーヨースギウエ（株）

（株）ササイ、（株）ワイズヨシハラ      

KOBELCO CONSTRUCTION MACHINERY AMERICA LLC（米国） 

New Holland KOBELCO CONSTRUCTION MACHINERY S.p.A（イタリア）

成都神鋼工程機械（集団）有限公司（中国）、成都神鋼建設機械有限公司（中国）

成都神鋼小型掘削機有限公司（中国）、成都神鋼建機融資租賃有限公司（中国）

杭州神鋼建設機械有限公司（中国）、神鋼建機（上海）工程機械有限公司（中国）

THAI KOBELCO CONSTRUCTION MACHINERY LTD（タイ）

KOBELCO INTERNATIONAL（S）CO.ＰＴＥ.ＬＴＤ（シンガポール）、RICON PRIVATE LIMITED（シンガポール）

KOBELCO CONSTRUCTION MACHINERY MALAYSIA SDN.BHD（マレーシア）

KOBELCO CONSTRUCTION MACHINERY VIETNAM CO.,LTD.（ベトナム）

Pt. DAYA KOBELCO CONSTRUCTION MACHINERY INDONESIA（インドネシア）

KOBELCO-CNH AUSTRALIA PTY.LTD.（豪国）、KOBELCO CONSTRUCTION EQUIPMENT INDIA PVT.LTD.（インド）

会 社 名

英 文 社 名

創 立

事業所所在地

資 本 金

代表取締役社長

事 業 内 容

従 業 員 数

売 上 高

国 内 法 人

海 外 法 人

グローバルに展開するコベルコ建機グループ

Company Overview

●会社概要
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●総資産推移
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●当期純利益推移
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8,000

6,000
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●経常利益推移
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20,000

15,000

10,000

5,000

0

6,502

8,726

10,916

15,587

2004 2005 2006 2007（年度）

●売上高推移
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200,000
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0

174,511
194,235

234,727

281,751
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コベルコ建機グループのCSR活動

会社概要

CSR メッセージ

トップメッセージ

企業理念

コベルコ建機グループのCSR

コベルコ建機グループの

コンプライアンス活動

コベルコ建機グループの全社活動

全社環境統括責任者メッセージ

環境マネジメント の取り組み

新システムの開発　－i NDr －

環境リサイクル機械

地球温暖化対策

コベルコ建機CSR基金

さまざまなCSR活動

社員から見たCSR活動

編集後記

●

●

●

●

●

●

　

●

　

●

　

　

●

●

●

●

●

　

●

●

　

●

●

地球環境保全活動報告

コンプライアンス・全社活動報告

社会・ 地域活動報告

社員のコメント

本社
生産拠点
販売会社本社
教習所
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CSR Message

Message 1

Message 2

Message 3

社会・地域への貢献と共存への取り組み

社員に愛される企業を目指して

地球環境保全に対する取り組み

CSR メッセージ 

コベルコ建機グループは、人と地球の未来を考えます。

コベルベルコ建機建機グループは、これまで環境問題で環境問題に取り組んだなかで培で培ったノウハウを活かし、

コベルベルコ建機建機グループならではの地球環境保全地球環境保全を行っています。

コベルベルコ建機建機グルグループは「人「人と地球地球の未来未来を考える」をコンセプトに、

地域社会へ地域社会への貢献貢献と地域住民地域住民の方 と々の共存共存に努めています。

コベルベルコ建機建機グルグループの社員社員は、より良い未来未来の実現実現に向け、

共に泣き、笑い、励まし合いながら進んでいくパートナーであり、大切大切な仲間仲間です。
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社
員
に
愛
さ
れ
る
企
業
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、コ
ベ

ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
が
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
社
員
一

人
ひ
と
り
が
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
、
誇
り
や
喜
び
を

感
じ
な
が
ら
企
業
活
動
に
携
わ
れ
る
よ
う
に
、
し
っ
か

り
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
社
内

環
境
の
充
実
を
図
り
、コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
の
主
要

拠
点
へ
の
A
E
D
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
設
置

と
、
A
E
D
操
作
を
含
め
た
救
命
教
育
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　

社
員
に
は
N
P
O
や
N
G
O
を
通
じ
た
支
援
や
、

発
展
途
上
国
へ
の
寄
付
活
動
な
ど
を
自
ら
が
企
画
・
実

行
し
、Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
担
い
手
と
し
て
の
認
識
を
高
め

て
も
ら
う
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。
実
際
に
、
社
員
か
ら

は
期
待
を
超
え
る
活
発
な
ア
イ
デ
ア
が
次
々
と
提
出
さ

れ
、
大
変
喜
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社
員
の
自
発

的
な
取
り
組
み
に
対
す
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
制
度
を
充
実

さ
せ
、
社
員
に
よ
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
支
援
に
努
め
て
お

り
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、
福
祉
休
暇
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
利
用
す
る
制
度
も
設
け
ま
し
た
。
社
員
に
愛
さ
れ

る
企
業
の
実
現
を
通
し
、コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
と
社

員
が
一
丸
と
な
り
、
質
の
高
い
社
会
貢
献
活
動
を
行
う

体
制
づ
く
り
を
、こ
れ
か
ら
も
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
で
は
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献

と
地
域
住
民
の
方
々
と
の
共
存
実
現
に
向
け
た
第
一
歩

と
し
て
、
本
社
や
工
場
、
営
業
拠
点
出
入
り
口
へ
の
花
壇

の
設
置
や
事
業
所
周
辺
の
清
掃
活
動
か
ら
始
め
ま
し

た
。
さ
ら
に
、コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
自
身
が
地
域
社

会
と
の
交
流
の
場
所
や
象
徴
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、

工
場
見
学
や
写
生
大
会
の
開
催
な
ど
も
積
極
的
に
行

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
社
会
の
み
な
ら
ず
、
社
会
全
体
へ
の
貢
献

活
動
を
推
進
す
る
た
め
、『
コ
ベ
ル
コ
建
機
Ｃ
Ｓ
Ｒ
基
金
』

を
設
立
。
地
域
社
会
へ
の
支
援
、
地
球
環
境
の
保
護
、
人

材
育
成
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
活
動
案
を
常
に
社
内

公
募
し
て
い
ま
す
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
世
界
遺
産
の
修

復
に
関
わ
る
人
材
育
成
活
動
や
世
界
各
地
で
の
教
育

支
援
な
ど
、
幅
広
い
取
り
組
み
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

地
震
な
ど
の
大
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
義
援

金
の
提
供
や
復
興
支
援
に
必
要
と
な
る
建
設
機
械
の

寄
贈
だ
け
で
な
く
、オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
派
遣
し
て
現
地
で

の
復
興
活
動
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。『
人
と
地
球
の

未
来
を
考
え
る
』
企
業
と
し
て
、こ
れ
か
ら
も
コ
ベ
ル
コ

建
機
グ
ル
ー
プ
は
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
積
極
的
に
支

援
、
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

地
球
が
本
来
の
姿
を
取
り
戻
す
た
め
に
は
、
地
球
環

境
そ
の
も
の
を
回
復
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
で
は
、
地
球
環
境
を
守
る
た

め
に
、
燃
費
を
20
％
改
善
し
た
新
型
シ
ョ
ベ
ル
や
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
建
設
機
械
な
ど
、
環
境
へ
の
負
荷
を
低
減
す

る
最
先
端
の
製
品
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

工
場
内
で
の
省
エ
ネ
活
動
の
推
進
や
、
社
用
車
・
営
業

車
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
へ
の
切
り
替
え
な
ど
、
地
球
環

境
保
護
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
実
施
。
全
国

的
な
取
り
組
み
で
あ
る
温
室
効
果
ガ
ス
抑
制
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス
6
％
）
に
も
参
加
し
、
社
員
そ

れ
ぞ
れ
が
身
近
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
“地
球
を
守
る
・
地
球
を
救
う
”
た
め
の
環
境

リ
サ
イ
ク
ル
機
械
の
開
発
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
解
体
作
業
現
場
で
、
解
体
の
作
業
プ
ロ
セ
ス

を
そ
の
ま
ま
リ
サ
イ
ク
ル
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
、
金
属
ス
ク

ラ
ッ
プ
な
ど
を
再
資
源
化
で
き
る
よ
う
な
環
境
対
応

型
建
設
機
械
の
開
発
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
建
設
機
械
メ
ー
カ
ー
な
ら
で
は
の
環

境
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、一
歩
一
歩
着
実
に
地
球

環
境
保
全
に
対
す
る
取
り
組
み
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

社会社会・地域へ地域への貢献貢献と共存へ共存への取り組み Message 2

社員社員に愛される企業企業を目指して Message 3

地球環境保全地球環境保全に対する取り組み Message 1

コベルコ建機グループは、これまで環境問題に取り組んだなかで培ったノウハウを活かし、

コベルコ建機グループならではの地球環境保全を行っています。

コベルコ建機グループは「人と地球の未来を考える」をコンセプトに、

地域社会への貢献と地域住民の方 と々の共存に努めています。

コベルコ建機グループの社員は、より良い未来の実現に向け、

共に泣き、笑い、励まし合いながら進んでいくパートナーであり、大切な仲間です。
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従業員従業員と、彼らが働が働く地域へ地域へのサポートこそ

コベルコ建機建機グループのCSRCSR活動活動 の本質。本質。
グローバル企業であるコベルコ建機グループにおいて、

CSR活動 とは何か、どんな方向性を持っているのか、島田社長がその思いを語りました。

トップメッセージ

ん
。
何
か
小
さ
な
こ
と
に
取
り
組
め
ば
、
そ
の
国
を
理
解

す
る
チ
ャ
ン
ス
に
も
な
り
ま
す
。
次
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を

す
る
前
に
事
業
領
域
の
声
を
拾
い
上
げ
る
、
そ
れ
が
グ
ロ

ー
バ
ル
企
業
と
し
て
成
長
し
て
い
く
足
が
か
り
に
な
る
の

で
す
。

　

コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
の
社
員
に
「
定
年
ま
で
勤
め
て

よ
か
っ
た
」
と
実
感
し
て
も
ら
え
る
な
ら
ば
、
会
社
と
し
て

も
っ
と
も
幸
せ
な
形
で
す
。
超
一
流
の
ベ
ス
ト
カ
ン
パ
ニ
ー
で

な
く
て
も
い
い
、
社
員
を
思
い
や
れ
る
グ
ッ
ド
カ
ン
パ
ニ
ー
で

あ
れ
ば
い
い
と
、
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
最
後
の
年
と
な
る
中
期
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
の
基
本

目
標
は
「
変
化
に
強
い
事
業
体
の
構
築
」
で
し
た
。
低
迷

期
だ
っ
た
私
の
就
任
時
、
ど
ん
な
時
に
も
一
定
の
収
益
を

上
げ
ら
れ
る
体
質
を
作
っ
て
お
こ
う
と
考
え
た
わ
け
で
す
。

し
か
し
現
実
は
、
予
想
を
は
る
か
に
上
回
る
成
長
に
よ
っ

て
事
業
が
拡
大
さ
れ
、
爆
発
的
な
成
長
へ
の
準
備
を
し
て

い
な
か
っ
た
の
が
反
省
点
と
な
り
ま
し
た
。

　

事
業
経
営
は
先
が
見
え
な
い
か
ら
こ
そ
難
し
い
の
で
す

が
、
今
の
コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
に
は
課
題
が
ち
ゃ
ん
と

見
え
て
い
ま
す
。
た
だ
今
度
の
課
題
は
、
業
界
全
体
を
巻

き
込
む
ほ
ど
大
き
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
と
コ

ス
ト
ア
ッ
プ
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
が
問
題
で
す
。

　

地
球
環
境
保
全
に
関
し
て
も
然
り
で
す
。
環
境
問
題

は
地
球
レ
ベ
ル
で
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
も
は
や
小
手
先
の

技
術
共
有
で
解
決
さ
れ
る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た

ち
コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
の
場
合
、
シ
ョ
ベ
ル
の
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
化
な
ど
環
境
保
全
に
貢
献
で
き
る
製
品
開
発
に
力

を
注
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
事
業
と
そ
し
て

環
境
へ
の
挑
戦
を
続
け
る
た
め
に
も
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

に
「
さ
す
が
コ
ベ
ル
コ
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
精
神
を
引
き

継
い
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
期
経
営

期
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
の
成
果
と

成
果
と
、

次
な
る
課
題
課
題

コベルベルコ建機株式会社建機株式会社

代表取締役社長代表取締役社長

ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
会
社
は
、
多
国
籍
の
人
が
働
く
会
社

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
ま
ず
認
識
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
C
S
R
活
動
が
役
に
立
つ
わ
け
で
す
。
C
S
R

は
社
会
貢
献
で
は
あ
り
ま
す
が
、
福
祉
活
動
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
単
な
る
寄
付
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
コ
ベ
ル
コ
建
機

グ
ル
ー
プ
の
枠
を
超
え
て
し
ま
い
ま
す
。
コ
ベ
ル
コ
建
機
グ

ル
ー
プ
と
し
て
、
収
益
の
中
か
ら
還
元
す
る
か
ら
に
は
、
ビ

ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
る
地
域
に
根
ざ
し
た
も
の
で
あ
る

べ
き
で
す
。
C
S
R
は
そ
こ
で
働
く
コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー

プ
の
社
員
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
心
や
活
動
の
役
に
立
つ

こ
と
が
基
本
な
の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
各
事
業
所
か
ら
の

提
案
を
検
討
し
小
さ
な
活
動
に
も
支
援
を
惜
し
み
ま
せ

　

コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
動
す
る

企
業
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
に
適
し
た
明
確
な
社
員

育
成
の
イ
メ
ー
ジ
、
社
員
自
身
の
自
覚
、ル
ー
ル
作
り
や
サ

ポ
ー
ト
体
制
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
従
業
員
構
成
は
、
全
事
業
を
通
し
て
日
本
人

は
半
分
以
下
で
あ
り
、
多
く
の
外
国
人
が
コ
ベ
ル
コ
建
機

グ
ル
ー
プ
で
働
い
て
い
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
連
合
意

識
が
ま
だ
弱
い
。
日
本
人
は
日
本
で
、
中
国
人
は
中
国
で
、

タ
イ
人
は
タ
イ
で
と
、
自
国
で
働
い
て
い
る
意
識
し
か
あ
り

C
S
R

C
S
R
活
動
が

活
動
が
、
会
社
と

会
社
と

社
員
社
員
の
成
長
成
長
を
支
え
て
い
く

Top Message

島田 博夫博夫
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従業員と、彼らが働く地域へのサポートこそ

コベルコ建機グループのCSR活動 の本質。

中
期
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
の
成
果
と
、

次
な
る
課
題

コベルコ建機株式会社

代表取締役社長

C
S
R
活
動
が
、
会
社
と

社
員
の
成
長
を
支
え
て
い
く

Corporate Philosophy

中期スローガン

２００６年～２００８年度　中期経営ビジョン

私たちは、人と環境にやさしい循環型社会創出のため、世界中のお客様に対し、

創造的な”知と技”により、革新的ソリューションを提供いたします。

このお客様価値の最大化活動を通じて、

私たちは持続的成長を実現し、グローバルトップブランドを目指します。

経 営 理 念

当社は、ユーザー現場主義に基づき、真に価値ある商品、サービス、情報を提供することで

顧客の満足に応えるとともに、豊かな社会の建設に貢献する。

行 動 指 針

当社にとって、顧客の満足に応え社会に貢献することが経営理念とするならば、

我々の全ての行動はこの理念に沿うものでなければならない。

1 2 3シンプル
社会における使命と役

割を充分認識し、是々

非々を明らかにした公

明でシンプルな行動を

めざす。

スピード
日々独創性と感性の研

鑽に努め、顧客と時代

の要請にスピードをもっ

て的確な対応をめざす。

オープン
互いの人格と個性を尊

重するとともに公正を旨

とし、オープンで活気あ

ふれる自由闊達な社風

の醸成をめざす。

中期経営計画

企　業　理　念

島田 博夫
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コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
は
左
記
の
組
織
体
制
を
構
築
し
、Ｃ
Ｓ
Ｒ

活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
C
S
R
推
進
委
員
会
は
、
C
F
O
を
筆

頭
に
全
社
各
部
門
の
中
堅
、
若
手
社
員
か
ら
選
出
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー

で
構
成
さ
れ
、Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
新
規
案
件
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
中
期
計
画

な
ど
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
中
核
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

世
界
中
の
ユ
ー
ザ
ー
と
の
強
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
私
た
ち

は
持
続
的
成
長
を
実
現
す
る
こ
と
を
通
し
て
人
と
環
境
に
や
さ
し
い

循
環
型
社
会
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、コ
ベ
ル
コ
建

機
グ
ル
ー
プ
に
脈
々
と
流
れ
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
な
心
情
を
受
け
継
ぎ
、Ｃ

Ｓ
Ｒ
活
動
を
通
し
て
、
社
員
一
人
ひ
と
り
が
磨
か
れ
、
成
長
す
る
き
っ
か

け
に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
活
動
の
中
で
私
た
ち
は
次
の
３
つ
の
方
針
の
も
と
、
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

①
コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
は
コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ

　

な
ら
で
は
の
地
球
環
境
保
全
を
行
い
ま
す
。

②
コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
は
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
と

　

地
域
住
民
の
方
々
と
の
共
存
に
努
め
ま
す
。

③
コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
は
、
社
員
と
共
に

　

よ
り
良
い
未
来
の
実
現
に
向
け
て
進
ん
で
い
き
ま
す
。

●
人
道
主
義
的
で
コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
の
存
在
感
を

　

増
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

●
身
の
丈
に
応
じ
た
活
動
で
あ
る
こ
と
。

●
事
業
を
展
開
し
て
い
る
地
域
で
の
活
動
で
あ
る
こ
と
。

　

こ
の
３
つ
の
ポ
リ
シ
ー
に
従
っ
て
「
人
と
地
球
の
未
来
を
考
え
る
コ

ベ
ル
コ
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
単

純
に
利
益
が
出
た
か
ら
そ
の
一
部
を
寄
付
す
る
と
い
っ
た
機
械
的
な
も

の
で
は
、
本
当
の
意
味
で
人
や
環
境
、
そ
し
て
自
分
た
ち
の
た
め
に
な

っ
て
い
る
か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
で
は
、
お

互
い
に
理
解
し
あ
い
、
心
が
通
う
よ
う
な
活
動
や
支
援
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
ま
ず
は
身
近
な
人
々
に
、
ま
ず
は
事
業
を
展
開
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
地
域
に
。
世
界
で
、
国
内
で
、コ
ベ
ル
コ
の
建
設
機
械
が

い
る
そ
ば
で
、コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
て
い
け

る
よ
う
な
活
動
を
、一
つ
ひ
と
つ
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

CSR of KOBELCO

Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
方
針

Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
ポ
リ
シ
ー

Ｃ
Ｓ
Ｒ
組
織
体
制

C
S
R
推
進
委
員
会（

事
務
局
）
総
務
部
C
S
R
推
進
G
r

社
内
推
進
W
G

C
S
R
推
進
委
員
会　

委
員
長

取
締
役
執
行
役
員
C
F
O

新
テ
ー
マ
ア
ッ
プ
W
G

環
境
関
連
活
動
W
G

C
S
R
基
金
W
G

チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス
6
%
活
動
W
G

A
E
D
設
置
W
G

広島事業所CSR推進委 員会

大垣事業所CSR推進委 員会

教習所CSR活動

ＣＳＲ推進委員会

※
Ｗ
Ｇ
：
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

コベルコ建機グループは、「人と地球の未来を考える

コベルコ」として、地球と社会と人にやさしい企業を目

指しています。ＣＳＲ組織体制を構築し、活動方針・活

動ポリシーに従って、さまざまな活動を継続しています。

コベルコ建機グループのCSR

KOBELCO CSR REPORT 2008      09



　

2
0
0
8
年
度
は
、
現
在
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
活
動
を
も
と
に
し

て
、
主
に
左
表
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
活

動
方
針
に
従
い
、
活
動
ポ
リ
シ
ー
に
則
っ
て
、コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ

の
C
S
R
活
動
に
ふ
さ
わ
し
い
活
動
と
質
の
高
い
環
境
・
社
会
活
動

を
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

　

コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
で
は
、
C
S
R
推
進
G
r
発
足
以
前
よ

り
、
自
然
災
害
等
に
よ
り
被
災
し
た
地
域
へ
、
義
援
金
の
寄
付
や
建

設
機
械
の
寄
贈
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
従
来
よ
り
建
設
機
械
メ

ー
カ
ー
と
し
て
当
然
な
が
ら
、
化
学
物
質
、
環
境
リ
ス
ク
等
の
環
境
活

動
も
徹
底
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
加
え
、
地
域
社
会
へ
の
貢

献
や
地
球
環
境
保
全
に
対
す
る
活
動
を
一
層
充
実
さ
せ
、
当
社
の
事

業
と
し
て
実
行
す
る
た
め
に
、
2
0
0
6
年
度
に
運
営
体
制
を
整
備

し
ま
し
た
。
2
0
0
7
年
度
に
は
こ
う
し
た
体
制
の
も
と
、
C
S
R

活
動
ポ
リ
シ
ー
に
則
り
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
実
行
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
経
緯

今
後
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
計
画

環境活動

災害復興支援（各国、地域への復興支援）

●環境管理事務局の発足

●環境教育、研修計画

●チーム・マイナス６％の参加

●環境管理方針の確立

●環境マニュアルの策定

●緑化プロジェクト検討

●社会環境報告書発刊

地域社会活動 ●AED導入 プロジェクト

●CSR基金案件実施

～２００５年度 ２００６年度 ２００７年度

運営体制 ●広島／大垣委員会設置

●新テーマ検討部会

●社内CSR啓蒙活動

●環境活動のHP開設

社内／社員

●化学物質の管理/削減

●環境リスク管理

●コベルコ建機CSR基金設立

●本社前花壇清掃（東京）

●近隣小学校写生大会（教習所）

●交通安全教室開催（教習所）

●CSR推進Gr発足

●活動計画、コンセプト策定

●CSR賞制定

●AED設置

チーム・マイナス６％の拡充

環境保全

エコバック制作

書類削減

CSR基金

AED設置

花植え活動

AED設置

CSR賞表彰

適用範囲を広げ、活動を活発化させます。

環境保全内容を検討し、取りまとめます。

社内向けエコバッグを制作し、エコ募金を始めます。

電子化によるペーパーレスを進め、書類を削減します。

継続、新規案件に対し、基金を通じた活動を実施します。

主要拠点、教習所へAED を導入します。

本社、工場で花植え、清掃を行います。

全拠点・全事務所へAED を順次導入します。

優秀な活動成果に表彰を行います。

環　　境

範　　囲 項　　目 内　　容

社会・地域

社　　員

品川区福祉協議会へのAED寄贈CSR活動 の啓蒙 展示会でのCSR のPR活動促進小学校（中国）への支援

熊本教習センターでの活動 教習所へのAED設置義手対応ショベルの開発チーム・マイナス6％への取り組み
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テ
ロ
や
紛
争
の
脅
威
が
絶
え
な
い
今
日
、コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル

ー
プ
は
世
界
平
和
の
維
持
を
重
視
し
、
安
全
保
障
貿
易
管
理
体

制
を
設
け
て
い
ま
す
。
輸
出
に
関
わ
る
諸
法
令
を
遵
守
す
べ
く
、

輸
出
業
務
を
行
う
部
署
に
対
し
定
期
的
に
教
育
訓
練
や
監
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
で
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
活
動
の
趣

旨
に
準
じ
、『
コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
の
行
動
規
準
』
を
作
成
、

徹
底
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
基
本
方
針
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
5

原
則
を
掲
げ
、
社
会
的
責
任
を
果
た
す
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

①
私
達
は
あ
ら
ゆ
る
企
業
活
動
に
お
い
て
関
係
法
令
及

び
こ
の
行
動
規
準
を
含
む
社
内
諸
規
定
を
遵
守
し
、

企
業
倫
理
と
社
会
常
識
か
ら
逸
脱
し
な
い
よ
う
行
動

し
ま
す
。

②
私
達
は
あ
ら
ゆ
る
企
業
活
動
に
お
い
て
人
権
を
尊
重

し
、
人
種
、
性
別
、
職
業
、
年
齢
、
国
籍
、
社
会
的
地
位
、

宗
教
、
身
体
的
障
害
、
言
語
、
出
身
地
等
に
対
す
る
差

別
を
行
い
ま
せ
ん
。

③
私
達
は
あ
ら
ゆ
る
企
業
活
動
に
お
い
て
当
社
と
利
害

関
係
に
あ
る
全
て
の
人
達
と
の
間
で
公
正
な
取
引
を

行
い
ま
す
。

④
私
達
は
常
に
高
い
倫
理
観
に
基
づ
き
行
動
し
、
反
社

会
的
な
行
為
や
会
社
の
名
誉
や
信
用
を
損
な
う
行

為
を
一
切
行
い
ま
せ
ん
。

⑤
私
達
は
常
に
安
全
性
高
く
、
地
球
環
境
の
保
全
に
十

分
配
慮
し
た
商
品
を
供
給
し
、
併
せ
て
顧
客
に
喜
ば

れ
る
サ
ー
ビ
ス
や
必
要
な
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
提
供

し
ま
す
。

　

コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
で
は
、
法
令
・
企
業
倫
理
・
行
動
基
準

に
違
反
す
る
こ
と
に
よ
る
リ
ス
ク
の
顕
在
化
、
拡
大
を
未
然
に

防
止
、
ま
た
早
期
に
問
題
を
把
握
し
対
策
を
講
じ
、
企
業
と
し

て
の
浄
化
作
用
を
促
進
す
る
仕
組
み
と
し
て
、『
内
部
通
報
シ

ス
テ
ム
』
を
設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
運
用
に
際
し
て
は
、
通
報
者

が
“通
報
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
不
利
益
を
受
け
な
い
”
と
い
う

原
則
を
厳
守
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
で
は
、『
個
人
情
報
保
護
法
管
理
規

程
』
や
『
個
人
情
報
保
護
法
ポ
リ
シ
ー
』
、『
企
業
秘
密
管
理
規

程
』
を
制
定
し
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
管
理
体
制
を
整
備
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、『
個
人
情
報
取
扱
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
を
も
と
に
社
内
研
修

を
定
期
的
に
開
催
し
、
個
人
情
報
や
企
業
情
報
の
保
護
意
識

向
上
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
お
よ
び
企
業
秘
密
管
理

内
部
通
報
シ
ス
テ
ム

輸
出
管
理

　

コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
は
企
業
に
お
け
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
透

明
性
を
高
め
る
た
め
、
内
部
統
制
の
整
備
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

国
内
で
は
社
員
が
一
丸
と
な
り
諸
規
程
の
見
直
し
を
行
い
、
組
織

風
土
の
改
善
・
業
務
の
“見
え
る
化
”
を
実
現
す
べ
く
内
部
統
制

整
備
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
海
外
現
地
法
人
で
も
同
様
の

活
動
を
進
め
て
お
り
、
2
0
0
8
年
末
に
は
全
社
の
内
部
統
制

体
制
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

内
部
統
制

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
活
動

コンプライアンス委員会

コンプライアンス担当役員

神戸製鋼所法務部

受付窓口弁護士

通報者
（コベルコ建機グループ従業員）

コベルコ建機取締役会

承認

審議

基
本
方
針

①
ル
ー
ル
違
反
・
不
正
を
し
な
い
。

②
ル
ー
ル
違
反
・
不
正
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
隠
さ
な
い
。

③
ル
ー
ル
違
反
・
不
正
を
発
見
し
た
場
合
に
は
、
直
ち
に

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
責
任
者
に
報
告
す
る
。

④
ル
ー
ル
違
反
・
不
正
に
つ
い
て
報
告
し
た
者
は
決
し
て

不
利
益
を
受
け
な
い
。

⑤
ル
ー
ル
違
反
・
不
正
に
対
し
、
即
時
に
是
正
・
防
止
策

を
実
行
し
、
的
確
・
迅
速
に
公
表
す
る

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
5
原
則
〈
社
会
の
常
識
を
守
る
〉

Compliance & Company-wide Activities

コンプライアンス・

全社活動報告
コベルコ建機グループのコンプライアンス活動
コベルコ建機グループのコンプライアンス活動は、社員を守り、会社を守る活動です。常識と法令を遵

守し、人として企業として社会的な責任を果たすことは、社会の一員として当然のことです。グループ

各社を含むコンプライアンス体制を構築し、グループ内の隅々まで、高い意識を浸透させていきます。
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■
品
質
理
念

　

『
ユ
ー
ザ
ー
現
場
主
義
』
の
考
え
方
を
重
視
し
、
顧
客
の
要
求

す
る
品
質
を
つ
く
り
込
む
こ
と
に
よ
り
、
顧
客
の
満
足
度
と
信

頼
を
得
る
製
品
を
提
供
し
、
社
会
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
社
員

な
ら
び
に
会
社
の
繁
栄
に
寄
与
す
る
。

■
品
質
保
証
体
制
と
取
り
組
み

品
質
保
証

　

品
質
保
証
と
は
環
境
に
配
慮
し
た
、
安
全
で
良
い
品
質
の
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
仕
組
み
を
示
し
ま
す
。

　

コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
で
は
商
品
企
画
か
ら
開
発
、
生
産
、

販
売
、
サ
ー
ビ
ス
に
携
わ
る
全
て
の
部
門
が
、ユ
ー
ザ
ー
価
値
の

最
大
化
、つ
ま
り
、
安
全
で
高
品
質
な
製
品
の
提
供
を
追
求
し

て
い
ま
す
。
品
質
保
証
部
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
が
有
効
に
機
能

し
、
更
に
ユ
ー
ザ
ー
の
満
足
度
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
品
質
保
証

シ
ス
テ
ム
の
改
善
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
が
販
売
す
る
全
て
の
製
品
の

品
質
に
つ
い
て
も
責
任
を
負
っ
て
い
ま
す
。
安
全
で
高
品
質
な
製

品
を
ユ
ー
ザ
ー
に
お
届
け
す
る
と
と
も
に
、
市
場
で
品
質
問
題
が

発
見
さ
れ
た
場
合
に
は
、
迅
速
で
的
確
な
対
応
（
是
正
処
置
と

情
報
公
開
、リ
コ
ー
ル
届
出
な
ど
）
に
努
め
て
い
ま
す
。

品
質
保
証
部
の
活
動

　

コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
の
開
発
す
る
製
品
が
、
安
全
で
あ
る

か
、
狙
い
通
り
の
品
質
に
達
し
て
い
る
か
、ユ
ー
ザ
ー
の
要
求
に
合

致
し
て
い
る
か
、
厳
格
に
評
価
し
、
製
品
が
市
場
に
出
る
ま
で
に
、

開
発
部
門
と
協
力
し
、
設
計
品
質
を
つ
く
り
込
む
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

開
発
試
験
室
の
活
動

　

国
内
外
で
コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
の
販
売
す
る
製
品
が
、
狙

い
の
品
質
を
達
成
で
き
る
よ

う
モ
ノ
づ
く
り
の
プ
ロ
セ
ス（
仕

組
み
）
を
監
査
し
、
各
プ
ロ
セ

ス
の
品
質
保
証
体
制
が
有
効

に
機
能
す
る
よ
う
に
関
係
部

門
（
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
、
国
内
外

工
場
群
）
と
協
力
し
、
品
質

改
善
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

品
質
保
証
室
の
活
動

　

市
場
か
ら
の
情
報
を
開
発
・
生
産
へ
、
開
発
・
生
産
か
ら
の
情

報
を
市
場
へ
、
迅
速
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
、
ま
さ
に
“ユ
ー
ザ
ー

現
場
主
義
”
の
根
幹
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

技
術
情
報
の
発
信
や
、
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
へ
の
支
援

な
ど
、ユ
ー
ザ
ー
／
サ
ー
ビ
ス
の
立
場
に
立
っ
た
早
目
・
厚
目
の

対
応
で
、
問
題
の
早
期
顕
在
化
、
早
期
解
消
に
努
め
て
い
ま
す
。

プ
ロ
ダ
ク
ト
サ
ポ
ー
ト
室
の
活
動

フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
ビ
ス

　

コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
で
は
、
整
備
技
術
や
機
械
構
造
の
研

修
・
各
種
資
格
取
得
・
新
製
品
の
研
修
な
ど
を
行
い
、
国
内
外
の

サ
ー
ビ
ス
マ
ン
の
技
術
レ
ベ
ル

向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

各
拠
点
や
自
宅
で
い
つ
で
も

学
習
が
で
き
る
よ
う
に
、
e

ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
開

発
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
は
、ユ
ー
ザ
ー
の
下
で
活
躍
す
る
製
品

が
、
“元
気
よ
く
”
“安
全
に
”
働
き
続
け
る
こ
と
が
顧
客
満
足
度

向
上
の
大
切
な
要
素
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、タ
イ

ム
リ
ー
な
機
械
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
も
と
よ
り
、
世
界
中
の
サ
ー

ビ
ス
マ
ン
の
技
術
レ
ベ
ル
向
上
、ユ
ー
ザ
ー
へ
の
技
術
的
な
ア
ド
バ

イ
ス
や
情
報
提
供
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

研
修
・
教
育

　

部
品
の
交
換
、
各
種
オ
イ
ル
や
グ
リ
ー
ス
な
ど
の
補
給
、
整
備
、

修
理
な
ど
、
建
設
機
械
の
整
備
は
そ
の
大
半
が
フ
ィ
ー
ル
ド
で
行

わ
れ
ま
す
。
コ
ベ
ル
コ
建
機
グ

ル
ー
プ
で
は
、
全
世
界
の
サ
ー

ビ
ス
拠
点
・
販
売
会
社
と
連

携
し
、
納
入
後
の
機
械
管
理

や
機
器
な
ど
の
耐
用
年
数

を
把
握
、
補
給
部
品
の
供
給

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ユ
ー
ザ
ー
へ
の
サ
ポ
ー
ト
・
サ
ー
ビ
ス

製
品
の
品
質
と
安
全

経営会議

品質保証担当役員

品質保証部

プ
ロ
ダ
ク
ト
サ
ポ
ー
ト
室

開
発
試
験
室

品
質
保
証
室
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Compliance & Company-wide Activities コンプライアンス・全社活動報告

　

コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
は
、「
人
を
大
切
に
す
る
」
観
点
か

ら
、
社
員
に
愛
さ
れ
、
社
内
外
か
ら
信
頼
さ
れ
る
企
業
を
目
指

し
て
、
人
事
・
福
利
厚
生
の
面
に
お
い
て
も
法
律
に
則
し
た
社
内

制
度
を
整
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
独
自
の
対
策
も
加
え
、
健
全

で
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

職
場
づ
く
り

　

２
０
０
５
年
度
に
一
般
事
業
主
行
動
計
画
を
策
定
し
、
仕
事

と
育
児
の
両
立
を
図
る
た
め
の
雇
用
環
境
整
備
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
今
回
の
行
動
計
画
で
は
、
雇
用
環
境
の
整
備
に
向
け

た
基
盤
づ
く
り
と
し
て
、
次
の
３
点
を
重
点
課
題
と
し
て
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

①
出
産
・
育
児
な
ど
に
関
す
る
情
報
提
供
と
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
に
関
す
る
体
制
を
整
備
す
る
。

②
職
場
優
先
の
意
識
や
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
な

ど
を
改
善
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
る
と
共
に
、
年

次
有
給
休
暇
の
取
得
促
進
の
た
め
の
措
置
を
講
じ
る
。

③
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
若

年
者
の
就
労
意
識
の
高
揚
な
ら
び
に
自
立
支
援
に
取

り
組
む
。

●
男
性
社
員
の
妻
が
出
産
し
た
と
き
の
特
別
休
暇
（
有

給
）
を
“2
日
間
”
か
ら
、
“男
性
社
員
、
女
性
社
員
を

問
わ
ず
、
満
3
歳
ま
で
の
子
の
育
児
に
携
わ
る
と
き

に
年
間
5
労
働
日
以
内
”
に
改
善
し
ま
し
た
。

●
育
児
休
業
制
度
に
つ
い
て
、こ
れ
ま
で
最
長
の
場
合
で
、

子
が
“1
歳
6
か
月
に
達
す
る
ま
で
”
と
し
て
い
た
も

の
を
“3
歳
ま
で
”
取
得
可
能
と
し
ま
し
た
。

●
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
容
易
に
す
る
た
め
、
“就
業

時
間
等
へ
の
配
慮
”
な
ら
び
に
“深
夜
勤
務
お
よ
び
一

定
時
間
を
超
え
る
時
間
外
勤
務
の
免
除
”
に
関
す
る

対
象
を
“小
学
校
卒
業
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
社
員
”

と
し
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
制
度

　

家
族
の
介
護
を
続
け
る
に
は
、
思
う
以
上
に
お
金
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
そ
の
反
面
、
時
間
の
制
約
が
生
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
が
、

介
護
を
す
る
人
の
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
の
が
社
会
の
現
状

で
す
。
そ
こ
で
、
少
し
で
も
そ
の
負
担
を
和
ら
げ
ら
れ
る
よ
う
、
法

定
以
上
の
独
自
基
準
を
設
け
、
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
介
護
休
業
の
充
実

　

最
長
3
年
間
の
休
業
取
得

　

が
可
能

●
就
業
時
間
の
短
縮

　

就
業
時
間
を
1
日
あ
た
り

　

1
時
間
短
縮
が
可
能

●
福
祉
休
暇
の
利
用

　

介
護
・
看
護
の
場
合
は
1

　

日
か
ら
利
用
が
可
能

介
護
支
援
の
充
実

　

セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
職
場
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
、
大

き
な
問
題
と
な
り
ま
す
。
コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
で
は
、「
社
員

の
た
め
の
行
動
手
引
き
」
や
「
労
働
協
約
」「
就
業
規
則
」
に
お

い
て
、
“セ
ク
ハ
ラ
行
為
は
許
さ
な
い
”
こ
と
を
規
程
し
、セ
ク
ハ
ラ

に
対
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事
業
所
ご
と
に
セ
ク

ハ
ラ
相
談
窓
口
を
設
け
、
相

談
員
を
配
置
し
て
迅
速
に

対
応
で
き
る
体
制
を
整
備

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
発
生
を

事
前
に
防
止
す
る
た
め
に
、「
セ

ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
、

周
知
を
進
め
て
い
ま
す
。

セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
取
り
組
み

　

広
島
事
業
所
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
活
動
３
か
年
計
画

（
２
０
０
５
年
４
月
～
２
０
０
８
年
３
月
）
の
最
終
段
階
と
し
て
、

事
業
所
・
社
員
・
家
族
の
危
機
管
理
を
目
的
と
し
た
管
理
職
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修
を
行
い
、１
２
２
名
の
参
加

者
が
集
ま
り
ま
し
た
。
今
後
は
監
督
者
に
は
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

修
、
新
入
社
員
に
は
セ
ル
フ
ケ
ア
研
修
を
行
い
、
職
場
環
境
改
善

も
含
め
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
取
り
組
み

2
0
0
8
年
度
の
具
体
的
な
取
り
組
み

重
点
課
題

コベルコ建機グループの全社活動
コベルコ建機グループの全社活動は、社員が中心です。社員に愛される企業を実現するため、社員一人ひとりがグループの一員とし

て、誇りや喜びを感じながら企業活動に携われるように職場環境を整備、サポートしています。
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在
学
中
の
専
門
知
識
や
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
を
念
頭
に
置
い
た

就
業
意
識
の
向
上
、
お
よ
び
仕
事
を
通
じ
て
コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル

ー
プ
を
含
め
た
建
設
機
械
業
界
あ
る
い
は
会
社
に
お
け
る
仕
事

の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
し
て
、
２
０
０

５
年
度
よ
り
公
募
制
で
毎
年

夏
季
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
合
計
１５
名
の
方
々
を

東
京
・
広
島
事
業
所
に
て
受

け
入
れ
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　

仕
事
を
通
し
て
の
自
己
実
現
や
、
達
成
感
を
感
じ
な
が
ら
期

待
さ
れ
る
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
人
材
育
成
の
目
標
と
し
て
、

上
司
と
部
下
と
で
話
し
合
う
場
を
設
け
て
い
ま
す
。
社
員
一
人
ひ

と
り
が
具
体
的
な
目
標
を
持
ち
、そ
の
達
成
に
向
か
い
日
々
努
力
・

成
長
し
て
い
く
た
め
に
、
自
己
申
告
制
度
で
業
務
目
標
と
将
来

の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
。
そ
れ
を
も
と
に
、
本
人
の
希
望
と

事
業
・
部
門
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
を
勘
案
し
つ
つ
、
育
成
的
見
地
か
ら

の
ジ
ョ
ブ
・
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
入
社

員
か
ら
管
理
職
ま
で
各
階
層
の
社
員
に
求
め
ら
れ
る
能
力
や
考

え
方
を
身
に
付
け
る
た
め
に
、
階
層
別
研
修
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

社
員
教
育
制
度

　

停
年
退
職
後
本
人
が
希
望
し
、一
定
の
基
準
を
満
た
す
人
全

員
を
『
シ
ニ
ア
雇
用
制
度
』
に
よ
り
再
雇
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の

制
度
は
、
グ
ル
ー
プ
会
社
共
通
の
制
度
と
し
て
導
入
し
て
お
り
、

ベ
テ
ラ
ン
層
が
持
っ
て
い
る
技
術
・
技
能
を
停
年
退
職
後
の
職
場

で
引
き
続
き
活
用
す
る
こ
と
で
、
技
能
継
承
の
円
滑
な
推
進
や
、

本
人
の
働
き
甲
斐
を
通
じ
た
職
場
活
力
の
維
持
・
向
上
を
図
っ

て
い
ま
す
。

シ
ニ
ア
雇
用
制
度

　

労
働
組
合
と
共
に
、
定
期
的
に
厚
生
委
員
会
を
開
催
し
、
人

事
・
福
利
厚
生
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
社
員
の
意
見
を
取
り

込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
就
業
制
度
・
退
職
金
制
度
な
ど
の
個
々

の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
も
、
労
働
組
合
と
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
制

度
の
構
築
に
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。

社
員
の
声
を
反
映
す
る
仕
組
み

　

腰
痛
既
往
者
や
予
備
軍
の
腰
痛
防
止
と
長
期
休
業
の
削
減

を
目
的
に
、
広
島
事
業
所
で
は
１
９
９
６
年
か
ら
腰
痛
予
防
体

操
を
行
っ
て
い
ま
す
。
経
緯
は
、
当
時
腰
痛
で
の
休
業
者
が
増
加

し
た
こ
と
か
ら
調
査
の
結
果
、
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
の
従
事
者
、
特
に

開
発
部
門
の
社
員
に
既
往
歴
や
腰
痛
の
訴
え
が
多
い
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず

は
開
発
部
門
か
ら
取
り
入
れ

ま
し
た
が
、
現
在
で
は
リ
ラ

ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
・
疲
労
回
復
も

評
価
さ
れ
て
、
毎
月
1
回
９

か
所
で
、ト
レ
ー
ナ
ー
の
指
導

の
も
と
に
行
っ
て
い
ま
す
。

腰
痛
予
防
体
操
の
取
り
組
み

　

広
島
事
業
所
で
は
社
会
貢
献
の
一
環
と
し
て
38
年
間
、
献
血

活
動
を
年
に
２
回
推
進
し
て
い
ま
す
。
２
０
０
７
年
５
月
（
第
74

回
）
は
、
過
去
最
高
参
加
者

数
の
２
３
７
名
（
献
血
者
率

17
％
）
を
達
成
。
広
島
県
内

企
業
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

実
績
で
す
。
今
後
も
献
血
者

率
20
％
を
目
標
に
、
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

献
血
活
動
の
取
り
組
み

　

グ
ル
ー
プ
会
社
の
各
種
制
度
新
設
・
見
直
し
検
討
は
、コ
ベ
ル

コ
建
機
本
社
部
門
が
協
力
し
て
実
施
し
、
で
き
る
限
り
グ
ル
ー

プ
運
営
を
基
本
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
神
戸
製
鋼
グ
ル
ー
プ

の
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
プ
ラ
ン
制
度
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
な
ど
、

神
戸
製
鋼
グ
ル
ー
プ
と
も
連
携
を
深
め
て
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
会
社
と
の
協
力
体
制

　

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
に
伴
う
福
利
厚
生
制
度
の
充
実

を
図
る
た
め
、
2
0
0
7
年
10
月
よ
り
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
プ
ラ
ン
を

導
入
し
ま
し
た
。
会
社
か
ら
配
布
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
の
範
囲
内

で
、
複
数
の
福
利
厚
生
メ
ニ
ュ

ー
の
中
か
ら
、
自
分
の
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
選
択
し

補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
す
。
メ
ニ
ュ
ー
は
財

形
貯
蓄
や
自
己
啓
発
な
ど

さ
ま
ざ
ま
で
、
2
0
0
7
年

度
も
多
く
の
人
に
利
用
さ
れ

ま
し
た
。

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

人
づ
く
り

そ
の
他
の
取
り
組
み
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環境保全環境保全に対する意識意識の結集結集が、が、

大きなパワーとなる。
今まで地域単位だった環境問題を会社経営の根幹に置くために。環境管理事務局

の責任者に就任した小坂敏夫CFO にその成果と今後の指針を聞きました。

全社環境統括

責任者

メッセージ

つ
い
て
の
質
問
が
多
く
な
り
、コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
の
社

員
は
そ
れ
に
応
え
ら
れ
る
だ
け
の
素
養
を
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
事
務
局
で
は
、
そ
の
た
め
の
教
育
体
系
を
作
り
な
が

ら
一
緒
に
環
境
保
全
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
延
長
線
上
に
「
さ
す
が
コ
ベ
ル
コ
！
」
と
い
わ
れ

る
創
造
性
に
溢
れ
る
機
械
が
ま
た
生
ま
れ
て
く
る
は
ず
で

す
。

　

コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
は
海
外
に
も
7
つ
の
工
場
を
持

っ
て
い
ま
す
。
当
然
で
は
あ
り
ま
す
が
、
す
べ
て
の
工
場
で
環

境
整
備
に
気
を
配
り
、
操
業
を
日
々
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

日
々
の
一
つ
ひ
と
つ
の
取
り
組
み
の
確
か
さ
を
持
続
し
て
い

く
こ
と
が
最
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
と
確
証
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
、
環
境
管
理
事
務
局
を
設
置
し
た
こ
と
で
、コ

ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
は
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

環
境
問
題
に
関
し
て
は
、こ
れ
ま
で
も
事
業
所
単
位
で
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
会
社
の
重
要
な
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
て
、
そ
の
方
向
性
を
示
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
コ

ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
の
社
員
は
、
す
で
に
環
境
保
全
に
関

す
る
強
い
意
識
を
持
っ
て
い
ま
す
。一
人
ひ
と
り
の
そ
ん
な

思
い
が
環
境
に
や
さ
し
い
製
品
を
実
現
さ
せ
て
い
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

現
在
好
評
を
博
し
て
い
る
機
械
も
、
そ
の
よ
う
な
意
識

が
形
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
い
い
例
が
、
２
０
０
６
年
か
ら

2
0
0
8
年
に
か
け
て
発
表
さ
れ
て
い
る
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
の

新
シ
リ
ー
ズ
で
す
。
燃
費
を
20
％
以
上
削
減
、
超
低
騒
音

化
を
実
現
し
た
こ
の
製
品
が
地
球
環
境
保
全
に
大
き
く

貢
献
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
年
々
規
制

が
厳
し
く
な
る
中
で
、こ
う
い
っ
た
開
発
は
数
年
前
か
ら
着

手
し
な
け
れ
ば
実
現
は
不
可
能
で
す
。
も
し
そ
の
時
点
で

「
環
境
よ
り
コ
ス
ト
だ
」「
も
っ
と
パ
ワ
ー
が
必
要
だ
」
と
言

っ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
が
そ
の
製
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
な
っ
た
で

し
ょ
う
。
コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
の
製
品
は
紛
れ
も
な
く
、

環
境
に
配
慮
し
た
製
品
を
生
み
出
そ
う
と
い
う
社
員
全
員

の
熱
い
思
い
の
賜
物
で
す
。
そ
し
て
環
境
に
や
さ
し
い
製
品

は
、
必
ず
市
場
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

コ
ベ
ル
コ
建
機
グ

建
機
グ
ル
ー
プ

だ
か
ら
で
き
る
、

環
境
環
境
へ
の
取
り
取
り
組
み

　

人
類
は
今
、
大
き
な
舵
取
り
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
環
境

問
題
に
対
し
て
日
本
国
内
で
混
乱
し
て
い
る
場
合
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
自
身
が
発
想
を
転
換
し
、
行
動
に
移

す
時
が
来
て
い
ま
す
。
議
論
は
や
め
て
行
動
に
移
す
、
そ
の

後
押
し
を
事
務
局
は
積
極
的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

環
境
保
全
に
関
す
る
知
識
・
行
動
は
い
ま
や
地
球
人
と

し
て
の
常
識
。
そ
の
意
味
で
も
、
社
員
教
育
の
重
要
性
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
、
お
客
さ
ま
か
ら
も
環
境
に

環
境
環
境
に
関
す
関
す
る
知
識
知
識
は
、

地
球
人
と

地
球
人
と
し
て
の
常
識
と

常
識
と
な
る

 Preservation Activities for Global Environment

地球環境

保全活動

報告

コベルベルコ建機株式会社建機株式会社

取締役執行役員取締役執行役員CFOCFO 小坂小坂 敏夫敏夫
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大 気

水 質

振 動

騒 音

廃 棄 物

化 学 物 質

エ ネ ル ギ ー

危 険 物

施 設・設 備

環境保全に対する意識の結集が、

大きなパワーとなる。

コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ

だ
か
ら
で
き
る
、

環
境
へ
の
取
り
組
み

環
境
に
関
す
る
知
識
は
、

地
球
人
と
し
て
の
常
識
と
な
る

　

コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
は
「
地
球
環
境
改
善
に
積
極
的
に
取

り
組
む
こ
と
が
全
て
の
生
命
体
に
共
通
す
る
最
も
重
要
な
課

題
で
あ
り
、
よ
り
健
全
な
地
球
環
境
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ

と
が
私
た
ち
の
使
命
で
あ
る
」
と
認
識
し
た
う
え
で
、こ
の
か
け

が
え
の
な
い
地
球
を
守
る
た
め
に
、「
環
境
経
営
基
本
方
針
」
を

制
定
し
、
事
業
活
動
の
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
環
境
に
配
慮
す

る
「
環
境
経
営
」
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

環
境
経
営
理
念

　

コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
は
、
広
島
事
業
所
お
よ
び
大
垣
事
業

所
を
含
む
全
て
の
生
産
工
場
お
よ
び
拠
点
に
環
境
リ
ス
ク
管
理

体
制
を
構
築
し
（
国
内
各
拠
点
か
ら
順
次
構
築
予
定
）
、
環
境

監
査
の
強
化
に
努
め
て
い
ま
す
。
大
気
、
水
質
、
振
動
、
騒
音
、
廃

棄
物
、
化
学
物
質
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、
危
険
物
、
施
設
・
設
備
等
の
各

チ
ェ
ッ
ク
項
目
を
設
定
。
各
事
業
所
に
お
い
て
対
象
項
目
が
関
係

法
令
等
に
定
め
ら
れ
た
基
準
等
を
満
た
し
て
い
る
か
、
定
期
的

な
環
境
監
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

環
境
リ
ス
ク
管
理
・
環
境
監
査

①
環
境
に
配
慮
し
た
開
発
・
生
産
活
動

　

地
球
温
暖
化
対
策
（
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
商
品
）・
循
環
型
社
会

構
築
（
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
）・
有
害
物
質
削
減

（
積
極
的
取
組
）・
環
境
負
荷
の
低
減
（
低
騒
音
・
低
振
動
等
） 

②
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
で
の
環
境
へ
の
貢
献

　

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
高
い
環
境
品
質
を
継
続
・
維
持
し
、

カ
ス
タ
マ
ー
サ
ポ
ー
ト
活
動
を
展
開
し
て
、
地
球
環
境
の
改
善
に

積
極
的
に
取
組
む
。

③
社
会
と
の
共
生
・
協
調

●
環
境
関
連
法
規
・
条
例
・
協
約
を
遵
守
し
、
社
会
と
の
協
調

を
進
め
る
。

●
環
境
関
連
情
報
を
積
極
的
に
開
示
し
て
社
会
と
の
共
生
・
協

調
を
進
め
る
。

④
全
員
参
加
に
よ
る
取
り
組
み
の
展
開

●
コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
の
一
人
一
人
は
、
企
業
活
動
の
み
な
ら

ず
、
社
会
の
一
員
と
し
て
環
境
改
善
に
積
極
的
に
取
組
ん
で

行
く
。

●
環
境
学
習
・
教
育
を
継
続
的
に
実
施
す
る
。

⑤
リ
ス
ク
管
理
の
徹
底

　

環
境
管
理
体
制
の
維
持
・
強
化
と
リ
ス
ク
低
減
に
向
け
、
常

に
責
任
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
、
組
織
的
、
計
画
的
な
取
り
組

み
を
行
う
。

行
動
指
針

　

コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
で
は
、
東
京
本
社
を
は
じ
め
、
各
本

部
、
部
署
、
事
業
所
な
ど
か
ら
環
境
統
括
責
任
者
を
選
出
。
ま

た
、
全
社
の
環
境
管
理
を
統
括
す
る
環
境
管
理
事
務
局
を
設

置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
環
境
管
理
体
制
の
強
化
と
全
社
的
な
環

境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

環
境
管
理
体
制

取締役会

全社環境統括責任者

（環境管理担当役員）

環
境
経
営
基
本
方
針
：
「
グ
ル
ー
プ
環
境
経
営

の
実
践
に
よ
る
企
業
価
値
向
上
」

コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
環
境
先
進
企

業
を
目
指
し
て

①
環
境
に
配
慮
し
た
開
発
・
生
産
活
動

②
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
で
の
環
境
へ
の
貢
献

③
社
会
と
の
共
生
・
協
調

を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
的
責
任
を
果
た
す
と

と
も
に
、
企
業
価
値
を
高
め
ま
す
。

環境統括責任者

（総務部長）

東京本社 各本部

部および室

責任者

環境統括責任者

（事業所長）

部および室

責任者

環境統括責任者

（関係会社社長）

〈広島・大垣〉 〈各関係会社〉

事務局

部および室

責任者

チェック項目 コベルコ建機広島事業所

大気汚染防止法／悪臭防止法

水質汚濁防止法／下水道法

振動規制法

騒音規制法

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

ＰＲＴＲ法

消防法／高圧ガス保安法 消防法／高圧ガス保安法

大気汚染防止法／水質汚濁防止法

高圧ガス保安法／工場立地法

大気汚染防止法／水質汚濁防止法

岐阜県公害防止法／大垣市公害防止協定

高圧ガス保安法／工場立地法

エネルギーの使用の合理化に関する法律

地球温暖化対策の推進に関する法律
エネルギーの使用の合理化に関する法律

コベルコ建機大垣事業所

大気汚染防止法／悪臭防止法（条例）

水質汚濁防止法／水道法

振動規制法

騒音規制法

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

ＰＲＴＲ法

コベルコ建機グループは、地球環境の保全を最重要課題のひとつとして捉え、環境マネジメントの考え方を積極的に取り入れてい

ます。事業活動や製品開発について環境保全の観点にのっとった活動を行い、継続的な改善を図りながら、より良い体制に整えて

います。

コベルコ建機株式会社

取締役執行役員CFO 小坂 敏夫

環境マネジメントの取り組み
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 Preservation Activities for Global Environment 地球環境保全活動報告

　

コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
で
は
、
広
島
事
業
所
お
よ
び
大
垣
事
業

所
で
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
〔
I
S
O
1
4
0
0
1
〕
の
認

証
を
取
得
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
の
意
識
向
上
と
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
全

従
業
員
を
対
象
と
し
た
環
境
教
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

社
員
に
は
環
境
系
資
格
の
取
得
を
奨
励
し
、
資
格
取
得
に
向
け

た
教
育
も
行
っ
て
い
ま
す
。

環
境
教
育
と
資
格
取
得
の
推
進

　

工
事
騒
音
・
振
動
が
周
辺
に
及
ぼ
す
影
響
を
調
査
し
、
そ
の
デ

ー
タ
に
基
づ
い
て
、
送
風
機
、
圧
縮
機
、
破
砕
機
な
ど
の
既
設
騒
音

発
生
源
に
多
面
的
な
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

騒
音
・
振
動
の
低
減
・
防
止

　

廃
棄
物
の
発
生
を
極
力
少
な
く
す
る
と
と
も
に
、
可
能
な
限

り
再
資
源
化
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
再

資
源
化
の
技
術
開
発
を
進
め
る
な
ど
、
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
を
一

層
進
捗
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

廃
棄
物
発
生
抑
制
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

●
投
入
資
源
の
削
減
（
祇
園
工
場
水
道
使
用
量
の
削
減
）

　

コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
で
は
、
環
境
関
連
法
令
の
遵
守
は
も
と

よ
り
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
規
格
（
I
S
O
1
4
0
0
0 

シ
リ
ー
ズ
）
の
要
求
に
則
り
、
環
境
保
全
が
企
業
の
社
会
的
責
務

で
あ
る
と
の
自
覚
に
基
づ
い
た
上
で
、
環
境
に
十
分
配
慮
し
た
事

業
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
環
境
管
理
規
程
を
定
め
基
本
的
事
項

と
本
社
部
門
お
よ
び
各
事
業
所
の
そ
れ
ぞ
れ
の
果
た
す
べ
き
役

割
を
明
確
に
し
、
規
程
を
も
と
に
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
の
環
境
活

動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

環
境
管
理
規
程

　

環
境
管
理
事
務
局
は
環
境
管
理
規
程
に
定
め
た
役
割
を
も
と

に
、
毎
年
活
動
項
目
を
策
定
・
計
画
し
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
環
境
活

動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

●
各
拠
点
で
の
監
査
結
果
に
基
づ
く
対
応
、

　

指
摘
事
項
の
改
善

●
環
境
に
か
か
る
内
部
監
査

●
年
次
環
境
報
告
書
の
作
成

●
環
境
報
告
、
研
修
計
画
の
推
進

●
関
連
会
社
等
の
I
S
O
1
4
0
0
1
認
証
取
得
支
援

環
境
管
理
事
務
局
の
活
動

●
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策

　

労
働
安
全
衛
生
法
や
廃
棄
物
処
理
に
あ
た
っ
て
の
環
境
省
の

指
針
な
ど
に
基
づ
き
、
適
正
な
代
替
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

建
築
物
に
つ
い
て
は
飛
散
性
石
綿
に
対
す
る
対
策
工
事
を
す
べ

て
終
了
し
て
い
ま
す
。
石
綿
飛
散
が
懸
念
さ
れ
る
吹
付
材
・
貼
付

材
に
つ
い
て
も
、
計
画
的
に
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
V
O
C
削
減

　

V
O
C
対
策
と
し
て
、
有
機
溶
剤
の
少
な
い
塗
料
へ
の
変
更
を

進
め
て
い
ま
す
。
2
0
0
7
年
8
月
か
ら
は
、
V
O
C
従
来
比
33

％
減
の
下
地
塗
料
を
採
用
し
ま
し
た
。

化
学
物
質
の
管
理
と
削
減

教育区分 テーマ
対象者 教育訓練方法

区　分 教育内容 方　法

環境への自覚

内部環境監査

力量アップ

下請負契約者

緊急事態訓練

（模擬訓練）

環境への自覚

ISO14001

概要

監査技法

環境影響への

理解

緊急事態対応

の訓練

環境マネジメント

の重要性

新入社員 講義

講義

講義

または手紙

模擬訓練

講義

内部環境

監査員

特定の

下請負契約者

各職場の代表者

事業所長

部門長

環境管理委員

JIS Q 14001

環境マニュアル

環境マニュアル

関連規程他

環境方針

の説明

緊急事態対応

手順書

環境報告書

環境経営計画

（神戸製鋼グループ）

2005

35,000

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0
2006 2007（年度）

（単位：ｔ）

406.1

※2007年度は生産量急増のため、生産ラインの長時間稼動が必要になるなど当初の想定を超える状況となりました。これに伴い、廃棄物排出量も一部増加したと考えられます。

●
リ
サ
イ
ク
ル
化
の
推
進

2005

500

400

300

200

100

0
2006 2007（年度）

（単位：ｔ）●
製
品
梱
包
材
の
削
減

●
一
般
廃
棄
物
排
出
量
の
削
減

●
産
業
廃
棄
物
排
出
量
の
削
減

2005

1,000

800

600

400

200

0
2006 2007（年度）

（単位：ｔ）
34,401

341.7 

392.0

438.8

2005

500

400

300

200

100

0
2006 2007（年度）

（単位：ｔ）

282.7288.8

93.0

2005

100

80

60

40

20

0
2006 2007（年度）

（単位：ｔ）

86.7

69.3

26,033

33,417

803.3

907.4
870.1
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■2007年度取 り組み項目

●ごみ分別徹底と焼却ごみの削減活動実施　●紙の再利用(裏紙)推進

●営業車をハイブリッド車に順次切替することを推進

●空気圧縮機を省エネタイプ（インバーター方式）に変更　

●部品や機械の輸送ルートの見直し　●廃ダンボール、緩衝材の再利用

●工場増設建屋の照明を水銀灯から蛍光灯へ切替　●構内でのアイドリングストップ運動実施

●トラック輸送から船舶・鉄道輸送への切替推進　●廃ダンボール、緩衝材の再利用

●自動倉庫のモーターをインバーター制御方式に変更　●自動販売機を省エネタイプに変更

●工場内に節電装置を設置　●廃ダンボール、緩衝材の再利用

●工場内冷房に気化熱を利用した冷気発生装置を導入

●アスベスト含有補用部品の廃却

●マイカップ持参運動を推進し、紙コップを廃止

●廃プラスチック、廃油、木屑のリサイクル活動実施

●オキシダント情報発令時におけるVOC排 出量の減少対応策を制定

●振動対策として、工場内の路面補修工事を実施　●臭気対策として、塗装ラインに消臭剤を噴霧できる設備を設置

●パテ研磨粉塵とショット粉塵の回収・適正処理実施　●リン化物の使用廃止

●再生部品の利用推進

●従来より揮発性有機化合物が33%少 ない下地塗料の採用

●塗料を第4類第1石油類から第2石油類に一部切替実施

●製品塗装から部品塗装へ切替

●ラインで使用するオーバーフロー水の再利用

●重機洗車に伴う排水の適正処理、油水分離槽の設備点検・清掃の実施

全社

東京本社

広島本社
　

大垣事業所
　

部品センター

成都神鋼

杭州神鋼

部品センター

東京本社・杭州神鋼

広島本社・大垣事業所

広島本社
　

成都神鋼

ＫＩＴ

広島本社

大垣事業所

杭州神鋼

広島本社

販売拠点

省エネ活動

有害化学物質の削減

廃棄物削減

環境負荷低減対策

揮発性有機化合物（VOC ）

削減対策

水質に関する負荷低減対策

項　目 事業所

■事業活動に伴う排出量

NOx

ばいじん

ダイオキシン類

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

―

―

―

項　目 設　備 規制値 実測値

内　容

□ 大　　気

ＣＯＤ

ＳＳ

油分

ダイオキシン類

項　目

該当なし

600

5

該当なし

規制値

―

2.31）

＜11）

―

実測値

□ 水　　質

■大気データ
※規制値：大気汚染防止法、県条例、ダイオキシン類対策特別措置法

※単位：NOx はppm 、ばいじんはmg/Nm3 、ダイオキシン類はng-TEQ/Nm3

※規制値は、対象施設ごとに決められています。

※表に記載されていない以下の項目はすべて定量限界値以下（検出されない）もしくは規制値以下。

　硫黄酸化物、カドミウム、塩素、塩化水素、フッ素、フッ化水素、およびフッ化珪素、鉛、ベンゼン、トリクロロエチレン、ダイオキシン

■水質データ
※規制値：水質汚濁防止法、県条例、ダイオキシン類対策特別措置法もしくは市下水道条例、協定値

※単位：mg/・、ダイオキシン類はpg-TEQ/・

※ND：分析定量限界値以下（検出されない）

※表に記載されていない以下の項目はすべて定量限界値以下（検出されない）もしくは規制値以下。

pH 、BOD 、全窒素、全リン、フェノール類、総クロム、溶解性鉄、溶解性マンガン、フッ素、銅、亜鉛、カドミウム、総シアン、有機リン、鉛、六価

クロム、砒素、総水銀、アルキル水銀、ＰＣＢ、トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、ジクロロメタン、四塩化炭素、1，2-ジクロロエタン、

1,1-ジクロロエチレン、シス-1,2-ジクロロエチレン、1,1,1-トリクロロエチレン、1,1,2-トリクロロエタン、1,3-ジクロロプロペン、チラウム、シマジ

ン、チオベンカルブ、ベンゼン、セレン

■化学物質
※単位：kg

キシレン

トルエン

エチルベンゼン

0

0

0

0

0

0

870

730

870

塗装

塗装

塗装

240,000

21,000

51,000

0

0

0

0

0

0

物　質
公共水域 所内埋立 事業所外大　気 土　壌 下水道

排出量 移動量
主な使用工程、
使用目的など

□ 化学物質

コベルコ建機広島事業所
所在地：広島県広島市安佐南区祇園３丁目１２番４号

主要製品：建設機械、運搬機械、自動車、自動車関連機械器具・部品

1）平均値 1）平均値

取扱物質総数 4

NOx

ばいじん

ダイオキシン類

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

―

―

―

項　目 設　備 規制値 実測値

□ 大　　気

BOD

SS

油分

ダイオキシン類

項　目

30

40

5

該当なし

規制値

1.91）

2.31）

＜11）

―

実測値

□ 水　　質

キシレン

トルエン

エチルベンゼン

0

0

0

0

0

0

9,190

2,872

1,132

塗装

塗装

塗装

51,644

11,198

6,781

0

0

0

0

0

0

物　質
公共水域 所内埋立 事業所外大　気 土　壌 下水道

排出量 移動量
主な使用工程、
使用目的など

□ 化学物質

コベルコ建機大垣事業所
所在地：岐阜県大垣市本今町１６８２番地の７

主要製品：建設機械及び部品

取扱物質総数 4
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Preservation Activities for Global Environment 地球環境保全活動報告

さまざまな分野で活躍するコベルコ建機グループの

環 境 リ サ イク ル 機 械

建設リサイクル機械金属リサイクル機械資源リサイクル機械

　毎年、東京ビッグサイトで開催されるNEW環境展 。地球環境の保全活動に取り組む

コベルコ建機グループも、新技術・新発想を駆使した環境リサイクル機械を毎年出展し

ています。年々増加する来場者の方々からも好評をいただき、励みになっています。

環境展への出展

産業廃棄物のリサイクルに貢献

コベルコ建機グループは、作業現場の機

械化・快適化・安全化に貢献しています。

実績と信頼、豊富な技術蓄積で、産業廃

棄物のリサイクル機械の開発およびライ

ンナップの拡充に力を注ぎます。

リサイクルフローをトータルサポート

国内外でますます重要度が増している金

属スクラップのリサイクル。生産品質、処

理能力、環境対策など、多視点からの高

度な要求に応え、処理工程・流通形態を

深く知ることで実現したラインナップです。

各役割で最大限のパフォーマンスを発揮

建設副産物を再利用できるように、分別

解体を効率化させる建設機械です。早く

から建造物の解体作業をリサイクルの一

環として捉えてきたからこそできた、高性能・

高信頼マシンの数々です。

■マルチ解体機

［SK135SRD ］

２種類のニブラーの選

択で、自動車から家電品、

その他複合物などの解

体に使用可能。手作業

だった解体・仕分けを全

て１台で担います。

■超ロングアタッチメント

高所で効率的で安全な解体作

業を可能にするビル専用解体機。

高さ65ｍの伸長はギネス認定。

■木造家屋解体専用機

［SK30UR ］

優れた狭所作業性、広

い動作範囲が家屋解体

に最適。狭い民家でも

余裕の超小旋回機ベー

スを使用。

■マグネット仕様

［SK260DLC ］

アーム先端のマグネットは、

強い磁界で鉄スクラップ

の仕分けや積み降ろし

作業に最適。天井移動

式に較べ、作業のサイク

ルタイムを大幅短縮。

■資源セパレート仕様

［SK70SRP1 ］

ゴミやホコリでオーバー

ヒートしやすい廃棄物

処理現場で威力を発

揮する防塵仕様機。バ

ケット作業やベースマ

シンとして活躍します。

●従来機と同じ燃料消費量で 作業量8%向上

●従来機と同じ作業量で 燃費20%低減

●クラスNo.１のパワフルな掘削力

地球環境の保全を目指す中で、建設機械メーカーの役割と責任も日々大きくなっています。コベルコ建機グループは資源リサイ

クルを推進するため、環境対応型の建設機械の開発に力を入れてきました。解体作業の現場をリサイクル過程の一部と考え、独

自に開発した環境リサイクル機械を生かして、さまざまな形で地球環境の保全に貢献しています。

資源循環型の建設業界を担う、環境リサイクル機械

■後方超小旋回ショベル

［SK235SRD ］

防塵機能（iNDr）を標準

搭載。クーリングユニットな

どの性能低下を防ぎ、

最適ヒートバラン

スを維持。静か

で、日常点検作

業も容易。
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エ
ン
ジ
ン
開
発
を
４
部
門
に
分
け
、
動
力
・
油
圧

制
御
・
構
造
・
電
気
制
御
・
装
備
の
５
つ
の
要
素
開

発
グ
ル
ー
プ
が
研
究
開
発
し
、ト
ー
タ
ル
で
20
％
の

燃
費
削
減
を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

で
全
体
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
「
ベ
ン
チ
装
置
」

導
入
で
、
具
体
的
な
燃
費
改
善
へ
の
指
示
や
試
作

が
可
能
に
な
り
、
エ
ン
ジ

ン
メ
ー
カ
ー
と
共
同
で
開

発
を
進
め
、
関
係
を
強
化

で
き
た
こ
と
も
、
次
な
る

研
究
開
発
へ
の
大
き
な
ス

テ
ッ
プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
世
代
電
子
制
御
エ
ン
ジ
ン

　

田
宮
賞
と
は
、（
株
）
神
戸
製
鋼
所
第
5
代
社
長

故
田
宮
嘉
右
衛
門
氏
の
遺
徳
を
記
念
し
た
制
度
で

す
。
コ
ベ
ル
コ
建
機
（
株
）
は
、（
株
）
神
戸
製
鋼
所
技

術
開
発
本
部
と
共
同
で
行
っ
た
「
省
エ
ネ
型
油
圧

シ
ョ
ベ
ル
の
開
発
と
商
品
化
」
で
、
第
49
回
金
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
市
場
で
、
他
社
を

圧
倒
す
る
燃
費
性
能
の
製
品
を
開
発
し
ブ
ラ
ン
ド

価
値
を
高
め
、
販
売
シ
ェ
ア
拡
大
に
つ
な
が
っ
た
こ

と
や
、Ｃ
Ｏ
２

削
減
効
果
に
よ
る
地
球
環
境
保
全
に

寄
与
し
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
よ
り
良
い
製
品
づ
く
り
に
努
力
を
し
て
い
き
ま

す
。

田
宮
賞
受
賞

　

C
O
2

削
減
の
た
め
、
オ
フ
ィ
ス
の

蛍
光
灯
や
パ
ソ
コ
ン
、
プ
リ
ン
タ
ー
な

ど
節
電
タ
イ
プ
の
機
器
を
選
定
す
る

の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
電
源
を
こ
ま

め
に
切
っ
た
り
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を

加
味
し
た
上
で
基
準
を
設
け
、
そ
の

範
囲
内
で
裏
紙
を
積
極
的
に
使
う
な

ど
、
社
員
一
人
ひ
と
り
が
ト
ー
タ
ル
の
ご

み
排
出
量
削
減
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、シ
ョ
ベ
ル
に
『
チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス
6
%
』

シ
ー
ル
を
貼
り
、ユ
ー
ザ
ー
へ
省
エ
ネ
運

転
の
働
き
か
け
も
行
っ
て
い
ま
す
。

2
0
0
6
年
に
『
京
都
議
定
書
』
で
定
め
ら
れ
た
C
O
2

排
出

量
の
削
減
目
標
6
％
は
地
球
全
体
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
建
設
機
械
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
に

と
っ
て
も
重
要
な
課
題
と
捉
え
て
い
ま
す
。『
チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス

6
%
』
へ
の
参
画
は
も
と
よ
り
、
営
業
車
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー

化
な
ど
、
独
自
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

省
エ
ネ
意
識
の
向
上

　

コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
で
は
『
チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス
6
%
』
の
一
環

と
し
て
、
環
境
省
が
推
奨
す
る
C
O
O
L 

B
I
Z
／
W
A
R
M 

B
I
Z
を
継
続
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。
ポ
ス
タ
ー
を

本
社
、各
事
業
所
へ
配
布
し
、

室
温
を
夏
季
は
28
℃
、
冬

季
は
20
℃
に
保
ち
、
空
調

設
備
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

を
抑
え
C
O
2

排
出
量
削

減
に
つ
な
が
る
よ
う
働
き

か
け
も
行
っ
て
い
ま
す
。

C
O
O
L 

B
I
Z
／
W
A
R
M 

B
I
Z

コベルコ建機グループはチーム・マイナス6％に参加しています。

２００６年６月、コベルコ建機グループは油圧ショベルのフルモデルチェンジを行い新

シリーズ化。国内建設機械業界で最初にオフロード法適合となりました。従来機に

比べて燃費は最大20％改善、騒音や振動も大幅に低減した環境にやさしいショベ

ルとして注目されています。

●従来機●従来機と同じ燃料消費量燃料消費量で 作業量作業量8%向上向上

●従来機●従来機と同じ作業量作業量で 燃費燃費2020%低減低減

●クラスNo.No.１のパワフルな掘削力な掘削力

●従来機と同じ燃料消費量で 作業量8%向上

●従来機と同じ作業量で 燃費20%低減

●クラスNo.１のパワフルな掘削力

■アセラ・ジオスペック［SK220 ］

「燃費20 ％改善」と「CO2 の大幅削減」を実現

アセラ・ジオスペック

※短時間のパワーアップ機能で10％パワーアップ可能

※2007年度工場出荷ベースによる当社試算値

※全国地球温暖化防止活動推進センター発表の数値より計算

モデルチェンジしなかった場合のCO2排 出量

これは、日本の平均家庭※約16,000世帯 が

1年間に排出するCO2 と同じ量です。

2006年モデルチェンジ後のCO2排 出量

（新型機・旧型機の合計）

102kN{10.4tf}
最大アーム掘削力

143kN{14.6tf}
最大パケット掘削力

600,000

500,000

400,000

300,000

200,000

100,000

0

（ｔ/年間）

CO2削減量 ＝約87,100 （ｔ/年間）

コベルコ建機グループは、大幅な燃費の低減や排ガスの抑制などを可能にしたさまざまな建設機械を誕生させ、CO2排出量 の低

減に努めています。国内建設機械業界で最初にオフロード法適合となったアセラ・ジオスペックや、ハイブリッドショベルの開発、

オートアイドルストップ機能の装備など、地球環境に配慮した建設機械の開発に挑戦し続けています。

新技術の開発で一歩先を目指す地球温暖化対策

592,094

504,990
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２
０
０
８
年
3
月
、
品
川
区
社
会
福
祉
協
議
会
と
同
協
議
会

の
ふ
れ
あ
い
作
業
所
の
２
か
所
に
、Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
を
寄
贈
し
ま
し
た
。一
般
の
方
々
が
多
数
訪
れ
る
社
会
福

祉
協
議
会
に
、Ａ
Ｅ
Ｄ
は
設
置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

障
害
者
の
方
が
活
動
し
て
い
る
ふ
れ
あ
い
作
業
所
で
は
、
万
が
一

の
場
合
に
備
え
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
も
の

の
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
両
施
設
と
も
に
必
要
性
を

感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
で
は
全
国
の
拠
点
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
を

推
進
中
で
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
有
効
性
・
重
要
性
を
認
識
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
両
施
設
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
を
支
援
し
た
い
と
思
い
寄
贈
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
品
川
区
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
寄
贈

　

コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
で
は
、
社
員
お
よ
び
関
係
者
、
周
辺

住
民
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、
全
国
の
拠
点
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
設

●
コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置

　

2
0
0
6
年
度
に
引
き
続
き
、
2
0
0
7
年
度
も
同
小
学

校
へ
通
う
生
徒
た
ち
へ
、
学
費
・
昼
食
代
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

支
援
対
象
の
生
徒
は
、
特
に
経
済
的
ハ
ン
デ
ィ
を
持
っ
た
生
徒
で

す
が
、
訪
問
し
た
際
に
は
そ
う
し
た
背
景
を
全
く
感
じ
ず
、
非
常

に
元
気
が
一
杯
で
し
た
。
こ
の

活
動
を
基
点
と
し
て
、
成
都

神
鋼
建
設
機
械
有
限
公
司
か

ら
も
工
場
見
学
や
図
書
室
の

設
置
、
年
越
し
用
品
の
贈
呈

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

社会・

地域活動

報告

Social and Regional Activities

　

島
根
県
西
部
石
見
地
方
に
伝
わ
る
石
見
神
楽
は
、
近
世
以

前
に
源
流
が
生
ま
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
舞
形
・
所

作
の
伝
承
や
、
流
行
に
流
さ
れ
ず
先
人
の
伝
え
を
今
も
色
濃
く

残
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

コ
ベ
ル
コ
建
機
西
日
本
（
株
）

の
社
員
が
そ
の
神
楽
団
に
所

属
し
て
お
り
、Ｃ
Ｓ
Ｒ
基
金
に

よ
る
支
援
の
一
環
と
し
て
「
面
」

や
「
が
っ
そ
う
」
の
購
入
費
を

支
援
し
ま
し
た
。

　

財
団
法
人
エ
イ
・
エ
フ
・
エ
ス
日
本
協
会
（
Ａ

Ｆ
Ｓ
）
を
通
し
て
留
学
す
る
場
合
に
、
高
校

生
海
外
交
流
･
育
成
の
た
め
の
奨
学
金
と

し
て
留
学
費
用
の
一
部
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

対
象
は
コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
従
業
員
の

家
族
で
す
。（
2
0
0
8
年
4
月
現
在
）

　

2
0
0
7
年
度
も
厳
し
い
審
査
に
合
格
し
た
優
秀
な
学
生
を

対
象
に
本
奨
学
金
の
授
与
を
行
い
ま
し
た
。
授
与
は
大
学
側
か
ら

式
典
と
し
て
扱
わ
れ
、
同
時
に
座
談
会
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
座

談
会
で
は
、
神
鋼
奨
学
金
に
対

す
る
学
生
た
ち
の
思
い
や
、
日

系
企
業
へ
の
質
問
等
が
活
発
に

話
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
他
に
も
、

成
都
神
鋼
建
設
機
械
有
限
公

司
で
は
、
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
大

会
や
和
食
お
で
ん
大
会
な
ど

幅
広
い
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

「
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
に
よ
る
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
の
た
め
の
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
遺
跡
修
復
」
に
共
感
し
、２
０
０
６
年
度
に
引
き
続
き
、

上
智
大
学
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
国
際
調
査
団
の
、ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ

ト
修
復
に
関
わ
る
人
材
育
成
を
支
援
し
ま
し
た
。

国内外で、さまざまな社会貢献活動を支援・実施するべく、2006年度 に設立した「コベルコ建機

CSR基金 」。社内公募し、コベルコ建機グループのCSR活動 として、理念に合致した活動に対して

支援しています。

思いを行動へつなげるコベルコ建機CSR基金

促
進
小
学
校　

学
費
・
昼
食
代
支
援

1

西
南
交
通
大
学　

神
鋼
奨
学
金
制
度

2

「
石
見
神
楽
」
の
伝
承
・
保
存

5

救
命
率
を
高
め
る
A
E
D
設
置
活
動

9

ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
復
興
を
支
え
る

カ
ン
ボ
ジ
ア
人
の
育
成

4

高
校
生
海
外
交
流
・

育
成
の
た
め
の
奨
学
金

8
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香港

ハノイ

バンコク マニラ

成都

北京

ソウル

置
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社
員
を
対
象
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
を

含
め
た
救
命
技
能
教
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
現
在
設
置
さ
れ

て
い
る
の
は
８
か
所
。
２
０
０
８
年
度
は
、
さ
ら
に
８
拠
点
に
増

設
予
定
で
す
。

 

コ
ベ
ル
コ
建
機
九
州
（
株
）
の
社
員
が
所
属
す
る
チ
ー
ム
シ
ー

ブ
リ
ー
ズ
と
協
力
し
、
河
川
の
清
掃
や
各
種
水
上
イ
ベ
ン
ト
で
の

パ
ト
ロ
ー
ル
・
レ
ス
キ
ュ
ー
活
動
に
参
加
し
た
り
、
近
隣
住
民
と
共

に
水
上
バ
イ
ク
体
験
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

仕
事
の
傍
ら
、イ
ベ
ン
ト
の
準
備
を
進
め
る
の
は
非
常
に
大
変
で

す
が
、
参
加
さ
れ
た
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
こ
と
が
何
よ
り
も
う
れ
し
く
、
私
た
ち
の
や
る
気
の

源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

神
戸
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ひ
や
し
ん
す
」
が
運
営
す
る
喫
茶

店
「
C
a
f
’
e
ぽ
て
と
」
は
、
障
害
者
の
社
会
参
画
を
目

的
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ

は
、
こ
の
「
C
a
f
’
e
ぽ
て
と
」
へ
の
支
援
を
続
け
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
喫
茶
店
経
営
に
加
え
、
一
人
住
ま
い
の
お

年

寄

り

を

中

心

に

、

弁

当

の

配

送

も

始
め
ま
し
た
。
た
だ
配
る
だ

け
で
は
な
く
、
あ
い
さ
つ
や

雑
談
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
の
人
を
つ
な
ぐ
よ
い
接

点
の
場
を
設
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

前
年
度
に
引
き
続
き
、２
０
０
７
年
度
も
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
孤
児

院
に
対
し
、
飲
料
水
の
供
給
設
備
・
子
ど
も
用
ベ
ッ
ド
・
楽
器
等

の
購
入
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
現
地
か
ら
は
、
子
ど
も
た
ち
の
喜

ぶ
姿
が
写
っ
た
写
真
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
、
関
係
者
一
同
大
変

喜
ん
で
い
ま
す
。

コベルコ建機（株）祇園工場

コベルコ建機（株）沼田工場

明石教習センター

部品センター

コベルコ建機九州（株）本社

尼崎教習センター

広島教習センター

北海道教習センター

宇都宮教習センター

市川教習センター

コベルコ建機（株）東京本社

コベルコ建機東日本（株）本社

コベルコ建機中部（株）本社

岐阜教習センター

大垣事業所

コベルコ建機インターナショナルトレーディング（株）

AED設置済拠点

AED設置予定拠点

3 フィリピン孤児院の

運営・活動維持の寄付金
4
アンコールワット復興を

支えるカンボジア人の育成

2 西南交通大学　神鋼奨学金制度

1 促進小学校　学費・昼食代支援
6
熊本での

水上バイクによる

地域活動

5
「石見神楽」の伝承・保存

7
障害者の社会参画を支援

する事務所兼喫茶店の運営

熊
本
で
の
水
上
バ
イ
ク
に
よ
る
地
域
活
動

6

フ
ィ
リ
ピ
ン
孤
児
院
の

運
営
・
活
動
維
持
の
寄
付
金

3

障
害
者
の
社
会
参
画
を
支
援
す
る

事
務
所
兼
喫
茶
店
の
運
営

7
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しながわ環境大賞受賞環境大賞受賞

『東京本社前　花壇の手入れ活動』

Social and Regional Activities 社会・地域活動報告

　２００６年7月から継続して行っている『東京本社前　花

壇の手入れ活動』が“しながわ環境大賞”を受賞しました。

しながわ環境大賞とは、品川区において環境保全に関する

活動実績があり、その功績が顕著であると認められる団体

または個人を表彰するものです。活動のよびかけは社内イ

ントラや掲示板での参加者募集。自主的に集まった社員

が花壇の清掃や水まき、花植えなどを行っています。賞の

存在は知らずに集まった仲間ですが、近隣の方々や別の企

業の方と一緒に活動していることを高く評価いただき、受

賞は今後の励みにもなっています。

　また、この『東京本社前　花壇の手入れ活動』の一環

として年2回土曜日に開催される大崎地区ボランティア主

催の『お花いっぱい大崎』にも参加しており、花壇づくりを

通じて、近隣の方々とのコミュニケーションを図る良いきっ

かけにもなっています。

　

広
島
市
こ
ど
も
文
化
科
学
館
が
主
催

す
る
、一
般
の
方
対
象
の
“大
人
の
科
学
談

話
室
”
。
そ
の
講
師
と
し
て
、
開
発
生
産
本

部
部
長
が
招
か
れ
ま
し
た
。「
暮
ら
し
を
支

え
、
暮
ら
し
を
創
る
建
設
機
械
」
と
題
し
、

油
圧
制
御
の
仕
組
み
や
建
設
機
械
業
界
の

動
向
な
ど
の
話
か
ら
、
ギ
ネ
ス
認
定
さ
れ

た
S
K
3
5
0
0
D
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
シ
ョ

ベ
ル
の
紹
介
な
ど
幅
広
く
説
明
。
参
加
者

は
大
変
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
、
時
間
い
っ
ぱ

い
ま
で
質
問
が
続
き
ま
し
た
。

　

講
義
終
了
後
に
は
、
工
場
見
学
の
申
し

出
も
あ
り
、
地
域
社
会
と
の
つ
な
が
り
が
ま

た
一
つ
増
え
た
こ
と
も
、
大
き
な
成
果
で
し

た
。 広

島
大
人
の
科
学
談
話
室

　

２
０
０
４
年
５
月
か
ら
コ
ベ
ル
コ
建
機
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
株
）
で
会
社
周
辺
の
ご

み
拾
い
な
ど
の
美
化
運
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
休
憩
時
間
の
雑
談
か
ら
始
ま
っ

た
、
た
っ
た
３
人
で
の
活
動
で
し
た
が
徐
々

に
他
部
署
に
も
広
が
り
、
今
で
は
近
隣
企

業
に
も
波
及
し
て
い
ま
す
。
ご
み
拾
い
は

自
主
参
加
で
週
1
回
行
い
、
近
隣
住
民
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
生
ま
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
う
れ
し
い
の
は
、
約
４
年

の
間
に
会
社
周
辺
が
見
違
え
る
よ
う
に

き
れ
い
に
な
り
、
美
化
運
動
の
輪
が
地
域

社
会
に
広
が
っ
た
こ
と
で
す
。

　

今
後
は
、
近
隣
企
業
と
合
同
で
活
動
範

囲
を
広
げ
、公
園
掃
除
な
ど
を
検
討
中
で
す
。

コ
ベ
ル
コ
エ
ン
ジ
で
の
美
化
運
動

　

コ
ベ
ル
コ
建
機
（
株
）
東
京
本
社
で
は
、
近

隣
の
歩
道
に
設
置
さ
れ
て
い
る
花
壇
の
清

掃
や
手
入
れ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
、

社
員
の
通
勤
路
に
も
な
っ
て
い
る
た
め
、
き

れ
い
な
花
を
見
て
、
出
社
前
に
は
気
持
ち

が
落
ち
着
き
、
退
社
後
に
は
和
ま
さ
れ
た

り
も
し
ま
す
。
活
動
を
通
じ
て
、
普
段
の
仕

事
で
は
接
点
の
な
い
方
々
と
も
接
す
る
機

会
も
得
ま
し
た
。
２
０
０
７
年
度
に
は
、
特

に
積
極
的
に
参
加
し
た
社
員
を
対
象
に
、

フ
ラ
ワ
ー
賞
を
授
与
し
ま
し
た
。

花
壇
の
手
入
れ

東 京 本 社 の 活 動広 島 事 業 所 の 活 動

トピックスTopics

人と人との温かい交流を図る、さまざまなCSR活動
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しながわ環境大賞受賞
　

２
０
０
８
年
3
月
、
近
隣
の
保
育
園
の

子
ど
も
た
ち
を
招
き
、
見
学
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
構
内
を
見
学
後
、
セ
ン
タ
ー
長

が
静
止
し
て
い
る
Ｓ
Ｋ
３０
を
指
し
「
乗
っ
て

も
い
い
よ
」
と
言
う
と
、「
キ
ャ
ー
」
と
歓
声

が
あ
が
り
、
皆
走
っ
て
機
械
に
近
寄
り
ま

し
た
。
何
回
も
順
番
待
ち
し
な
が
ら
運
転

席
に
座
り
楽
し
そ
う
に
レ
バ
ー
な
ど
を
触

っ
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が

と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

近
隣
保
育
園
児
の
見
学

明
石
教
習
セ
ン
タ
ー

　

２
０
０
７
年
11
月
、
近
隣
の
小
学
校
の

１
年
生
２
１
０
名
を
招
き
、
第
２
回
目
と

な
る
写
生
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回

は
課
外
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
大
型
重
機
の

写
生
を
通
じ
て
社
会
の
仕
組
み
を
知
っ
て

も
ら
う
の
が
目
的
で
す
。
初
め
て
身
近
で

見
る
大
型
重
機
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
も

熱
心
に
描
く
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
印
象

的
で
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
地
域
住
民
と

接
す
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

近
隣
小
学
校
写
生
大
会

明
石
教
習
セ
ン
タ
ー

　

２
０
０
７
年
11
月
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
学
校

「
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
学
園
」
の
小
学
生
29
名
が
訪
れ
、

写
生
大
会
と
ミ
ニ
シ
ョ
ベ
ル
の
試
乗
を
行

い
ま
し
た
。
重
機
を
見
な
が
ら
１
時
間
く

ら
い
絵
を
描
い
た
後
、
静
止
し
た
ミ
ニ
シ
ョ

ベ
ル
に
試
乗
。
レ
バ
ー
な
ど
に
触
っ
て
も
ら

い
、
運
転
気
分
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

全
国
初
の
ブ
ラ
ジ
ル
人
単
独
外
国
法
人

と
し
て
岐
阜
県
に
認
可
さ
れ
た
「
Ｈ
Ｉ
Ｒ

Ｏ
学
園
」
に
と
っ
て
、こ
の
よ
う
な
交
流
機

会
は
初
め
て
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
今
後
も

継
続
し
、
日
本
と
ブ
ラ
ジ
ル
の
国
際
親
善

に
役
立
ち
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

「
H
I
R
O
学
園
」
交
流
会

岐
阜
教
習
セ
ン
タ
ー

　

２
０
０
７
年
11
月
、
養
護
学
校
の
生
徒

が
勤
労
体
験
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
残
念
な

が
ら
今
回
は
体
験
ま
で
至
ら
ず
、
見
学
の

み
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
２
０
０
８
年
２

月
に
は
中
学
部
の
生
徒
３
名
が
訪
れ
、
引

率
の
先
生
が
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
運
転
体

験
す
る
の
を
熱
心
に
見
て
い
ま
し
た
。

養
護
学
校
生
徒
の
勤
労
体
験

明
石
教
習
セ
ン
タ
ー

教 習 所 の 活 動

　

「
桜
が
満
開
と
な
る
春
」「
紅
葉
が
始

ま
る
秋
」
の
年
２
回
、
大
垣
事
業
所
で
は

所
内
で
働
く
人
と
そ
の
家
族
を
集
め
て
、

恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
事
業

所
内
で
は
「
屋
外
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
と
呼
ば

れ
、
日
ご
ろ
の
慰
労
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
目
的
に
、
盛
大
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し

ま
す
。
そ
の
日
の
作
業
終
了
後
に
集
ま
り
、

乾
杯
の
音
頭
と
と
も
に
ス
タ
ー
ト
。一
斉
に

食
材
を
焼
き
は
じ
め
、
参
加
者
全
員
で
鉄

板
を
つ
つ
き
ま
す
。
春
は
桜
を
見
な
が
ら
、

秋
は
紅
葉
を
楽
し
み
な
が
ら
、
外
で
に
ぎ

や
か
に
食
べ
る
の
は
格
別
に
お
い
し
い
も
の
。

大
垣
事
業
所
の
伝
統
行
事
と
し
て
、
親
睦

を
深
め
る
良
い
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
継
続
的
に
活
動
し
て
い
く
中
で
、

Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会
と
し
て
も
全
面
的
に
協
力

し
て
い
き
ま
す
。

親
睦
会

　

地
域
の
方
が
行
き
交
う
大
垣
事
業
所

周
辺
の
道
路
際
に
、
花
と
一
緒
に
い
ろ
い
ろ

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
た
「
花
い
っ
ぱ
い
運

動
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
正
門
を
は
じ
め
、

駐
車
場
、
通
路
な
ど
、
次
々
と
設
置
場
所

を
増
や
し
、
来
社
さ
れ
る
お
客
さ
ま
の
目

に
も
留
ま
る
機
会
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

あ
い
さ
つ
を
は
じ
め
、
募
集
し
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
プ
ラ
ン
タ
ー
に
貼
り
付
け
、
花
の
種

類
を
書
い
て
、
土
入
れ
か
ら
苗
植
え
ま
で

丁
寧
に
し
て
い
ま
す
。
花
植
え
参
加
ポ
ス

タ
ー
を
見
て
、
参
加
メ
ン
バ
ー
も
序
々
に
増

え
、
四
季
の
花
を
ど
ん
ど
ん
増
や
し
て
い

こ
う
と
、コ
ツ
コ
ツ
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
毎
週
末
の
昼
休
み
に
は
、
ご
み
拾

い
を
実
施
し
て
い
ま
す
。「
河
川
ク
リ
ー
ン

作
戦
」
と
よ
ば
れ
る
大
垣
市
主
催
の
清
掃

活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
努
め
て
い
ま
す
。

花
い
っ
ぱ
い
運
動
と
美
化
活
動

大 垣 事 業 所 の 活 動
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社会・地域活動報告

　

２
０
０
６
年
度
か
ら
支
援
を
行
っ
て
い
る
同

小
学
校
を
、２
０
０
７
年
４
月
に
工
場
見
学
会

へ
招
き
ま
し
た
。
生
徒
の
多
く
は
、
初
め
て
町

を
出
る
子
ば
か
り
で
、
車
に
乗
る
の
も
初
め
て
。

ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
車
に
酔
っ
て
大
変
で
し
た

が
、
工
場
に
到
着
す
る
と
機
械
に
魅
了
さ
れ
、

元
気
に
な
り
ま
し
た
。
工
場
見
学
後
は
、フ
ァ
ー

ス
ト
フ
ー
ド
店
で
昼
食
を
取
り
、
動
物
園
へ
。
本

の
中
で
し
か
見
た
こ
と
が
な
い
動
物
を
直
接
見

る
こ
と
が
で
き
て
、と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

当
日
の
活
動
は
、
地
元
の
マ
ス
コ
ミ
に
も
報

道
さ
れ
ま
し
た
。
普
段
、
町
を
出
る
こ
と
が
な

い
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、こ
う
し
た
活
動
を

通
じ
て
得
る
情
報
や
体
験
が
良
い
刺
激
に
な

る
と
信
じ
な
が
ら
、
今
後
も
引
き
続
き
実
行
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　

２
０
０
７
年
９
月
に
、
学
校
に
図
書
室
を
作

り
ま
し
た
。
教
科
書
以
外
に
本
が
な
く
、
買
う

こ
と
も
で
き
な
い
状
況
を
知
っ
た
か
ら
で
す
。

建
物
を
新
た
に
建
設
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た

め
、
先
生
の
事
務
室
を
改
築
し
て
図
書
室
に
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
机
、
椅
子
、
図
書
を
準
備

し
、コ
ベ
ル
コ
建
機
（
株
）
か
ら
は
初
等
向
け
の

日
本
の
図
書
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
設
と
同
時
に
、地
元
の
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上

げ
ら
れ
、
中
国
政
府
の
教
育
局
員
が
成
都
神
鋼

で
の
活
動
を
視
察
し
、
大
変
感
心
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
で
は
、こ
の
図
書
室
は
授
業
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
本
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
知
識
を
吸
収
し
て
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
は
皆
、

こ
の
図
書
室
を
使
っ
た
授
業
が
楽
し
み
だ
そ
う

で
す
。

　

２
０
０
６
年
度
か
ら
継
続
し
て
実
施
し
て
い

る
「
神
鋼
奨
学
金
制
度
」
。
２
０
０
７
年
度
は

こ
の
制
度
を
通
じ
て
多
彩
な
活
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
神
鋼
奨
学
金
制
度
は
、
本
人
が
申
請

を
し
て
学
院
か
ら
推
薦
を
受
け
た
後
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
審
査
を
経
て
、
そ
れ
に
合
格
し
た
学
生

だ
け
が
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
非
常
に
レ
ベ

ル
が
高
い
奨
学
金
制
度
で
す
。
授
賞
式
典
で
は

学
生
か
ら
、
中
国
語
と
日
本
語
で
感
謝
の
気
持

ち
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。一
生
懸
命
考
え
ら
れ

た
言
葉
の
端
々
に
、
環
境
の
厳
し
さ
と
そ
れ
に

負
け
な
い
前
向
き
な
姿
勢
が
表
れ
て
い
て
、一
同

大
変
感
激
し
ま
し
た
。
式
典
後
に
は
座
談
会

も
行
わ
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
さ
ま
ざ

ま
な
質
疑
応
答
が
、
日
本
語
と
中
国
語
を
交

え
な
が
ら
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
同
大
学
と
成
都

神
鋼
建
設
機
械
有
限
公
司
が
共
同
で
、日
本
文

化
交
流
を
目
的
と
し
た
和
食
祭
を
開
催
し
ま

し
た
。
今
回
選
ん
だ
テ
ー
マ
は
「
お
で
ん
」
。
調
理

す
る
と
こ
ろ
か
ら
、日
本
食
に
親
し
ん
で
も
ら
う

つ
も
り
で
し
た
が
、
実
は
誰
も
作
り
方
を
知
ら

な
か
っ
た
の
で
試
行
錯
誤
で
作
り
ま
し
た
。
当
然
、

味
は
お
い
し
い
と
は
言
い
が
た
い
代
物
に
。
し
か

し
、
和
食
に
お
で
ん
が
あ
る
こ
と
や
、
作
っ
た
こ

と
の
な
い
料
理
を
皆
で
作
る
こ
と
の
喜
び
が
参

加
者
全
員
に
伝
わ
っ
た
こ
と
は
、
文
化
交
流
の
一

環
と
し
て
大
変
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、カ
ラ
オ
ケ
大
会
も
行
わ
れ
、
空
の
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
を
マ
イ
ク
代
わ
り
に
歌
っ
た
り
、
踊
っ

た
り
と
、
非
常
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

２
０
０
８
年
１
月
、
旧
暦
で
祝
う
正
月
に
向

け
て
、
33
名
の
生
徒
へ
年
越
し
用
品
を
贈
呈
し

ま
し
た
。
中
国
で
は
食
材
の
価
格
が
高
騰
し
た

の
で
、
今
回
は
保
存
の
き
く
食
材
を
た
く
さ
ん

用
意
し
ま
し
た
。

　

恒
例
と
な
っ
た
数
々
の
交
流
を
通
じ
て
、
子

ど
も
た
ち
と
の
関
係
も
深
ま
り
、
感
謝
の
手
紙

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
自
立
、
自
尊
、
自
信

を
持
っ
て
、
前
向
き
な

態
度
で
学
業
を
成
就

さ
せ
ま
す
」
と
の
強
い

気
持
ち
に
関
心
す
る

と
共
に
、
私
た
ち
の
果

た
す
役
割
に
つ
い
て

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

成
都
神
鋼
建
設
機
械
有
限
公
司 

工
場
見
学

図
書
室
の
設
置

　

２
０
０
７
年
末
に
は
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
自
由
で
す
が
、

日
本
語
で
ス
ピ
ー
チ
す
る
こ
と
が
ル
ー
ル
で
し

た
。
日
本
に
行
っ
た
こ
と
の
な
い
学
生
た
ち
で

す
が
、
日
本
語
の
ス
キ
ル
が
、ス
ピ
ー
チ
で
き
る

レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
こ
と
自
体
が
、
非
常
に

素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

年
越
し
用
品
の
贈
呈

神
鋼
奨
学
金
制
度

「
神
鋼
」
和
食
祭
お
で
ん
大
会

「
神
鋼
杯
」
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
大
会

■ ■ ■ ■ ■ 西南交通大学

■ ■ ■ ■ ■ 促進小学校

成 都 神 鋼 建 設 機 械 有 限 公 司 　 　 の 活 動

Social and Regional Activities

CSR賞制度

（中 国）
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●
受
賞
者
：
成
都
神
鋼
建
設
機
械
有
限
公
司

　

窓
ガ
ラ
ス
の
設
置
と
、
経
済
的
な
ハ
ン
デ
ィ
を
持
つ
生

徒
の
学
費
と
昼
食
代
の
支
援
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
冬
に

は
古
着
や
手
袋
・
マ
フ
ラ
ー
を
贈
り
、
旧
正
月
に
は
年
越

し
用
品
の
食
料
、
教
材
な
ど
を
届
け
ま
し
た
。
年
間
を
通

じ
た
支
援
で
生
徒
た
ち
と
の
交
流
も
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

彼
ら
の
真
剣
さ
に
触
れ
る

た
び
に
支
援
の
大
切
さ
を

実
感
す
る
と
共
に
、
自
分

た
ち
の
責
任
を
強
く
感

じ
ま
す
。
現
在
の
支
援
を

続
け
な
が
ら
、
活
動
を
さ

ら
に
広
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｃ
Ｓ
Ｒ
賞
と
は
２
０
０
７
年
度
か
ら
開
始
し
た
制
度
で
、

社
会
環
境
の
視
点
か
ら
顕
著
な
功
績
や
貢
献
を
行
っ
た

組
織
、
団
体
、
人
物
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
活
動

を
称
え
、
今
後
も
一
層
活
動
に
励
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
ま
た
、こ
う
し
た
活
動
を
広
く
展
開
す
る
こ
と
に
よ

り
、
他
の
取
り
組
み
の
模
範
と
な
り
、
活
性
化
に
つ
な
が

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
本
制
度
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

制
度
設
立
に
伴
い
Ｃ
Ｓ
Ｒ
表
彰
規
程
を
制
定
し
、
客
観

的
か
つ
定
量
的
に
評
価
で
き
る
表
彰
対
象
事
績
を
決
め
、

適
切
に
運
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
事
務
局
に
て
、

当
該
年
度
に
お
け
る
事
績
の
選
定
を
行
い
、
功
労
者
（
受

賞
者
）
を
決
定
し
、
毎
年
10
月
の
創
立
記
念
式
典
で
表
彰

し
ま
す
。

　

表
彰
対
象
事
績
は
、
以
下
の
４
つ
で
す
。

●
事
業
展
開
エ
リ
ア
に
お
け
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
へ
の
取
り
組

み
に
お
い
て
、環
境
対
応
、地
域
貢
献
、人
材
育
成

な
ど
の
顕
著
な
功
績
を
あ
げ
た
こ
と
。

●
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
当
社
お
よ
び
当

社
グ
ル
ー
プ
の
名
誉
、ま
た
は
ブ
ラ
ン
ド
ア
ッ
プ
と

な
る
よ
う
な
功
績
を
あ
げ
た
こ
と
。

●
産
業
災
害
や
そ
の
他
の
災
害
を
未
然
に
防
止
、ま

た
は
こ
れ
ら
の
災
害
に
際
し
人
名
救
助
を
し
た

こ
と
。

●
右
記
に
準
ず
る
事
績
に
該
当
す
る
こ
と
。

　

昨
年
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ
賞
と
し
て
、
表
彰
状
、メ
ダ
ル
、
盾
を
贈

呈
い
た
し
ま
し
た
。

トピックス

2007年度CSR賞 受賞 ！

Topics

促
進
小
学
校
（
中
国
） 

施
設
修
繕
と
小
学
生
へ
の
学
費
支
援

CSRCSR賞制度賞制度

社会に貢献し、人々に夢を与えた功績を称えて

●
受
賞
者
：
コ
ベ
ル
コ
建
機
九
州
（
株
）
熊
本
営
業
所
、

　

コ
ベ
ル
コ
教
習
所
（
株
）
熊
本
教
習
セ
ン
タ
ー

　

社
員
所
属
の
チ
ー
ム
シ
ー
ブ
リ
ー
ズ
と
協
力
し
、
河
川

清
掃
を
は
じ
め
、
水
上
イ
ベ
ン
ト
時
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
レ
ス

キ
ュ
ー
活
動
を
実
施
。
ま
た
、
養
護
学
校
生
徒
に
水
上
バ

イ
ク
や
シ
ョ
ベ
ル
の
搭
乗
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
コ
ベ
ル
コ

の
建
設
機
械
の
大
フ
ァ
ン

も
い
て
、「
夢
の
よ
う
だ
っ

た
」
と
喜
ん
で
も
ら
い
ま

し
た
。
受
賞
に
よ
り
多
く

の
社
員
に
私
た
ち
の
活
動

や
Ｃ
Ｓ
R
活
動
の
大
切
さ

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
大
き
な
成
果
で
し
た
。

●
受
賞
者
：
コ
ベ
ル
コ
建
機
九
州
（
株
）
他

　

現
場
復
帰
を
目
指
す
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
た
め
に
義
手

対
応
シ
ョ
ベ
ル
を
開
発
。
健
常
者
と
同
じ
効
率
で
作
業
が

で
き
る
よ
う
に
、
操
作
レ
バ
ー
の
位
置
、ス
ト
ロ
ー
ク
の
範

囲
、レ
バ
ー
の
重
さ
・
軽
さ
な
ど
徹
底
的
に
テ
ス
ト
を
行

い
、
細
か
な
調
整
を
繰
り
返
し
て
、
や
っ
と
完
成
し
ま
し

た
。
多
く
の
方
の
協
力
と
、

そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
、

既
に
２
台
目
も
納
入
。「
健

常
者
と
変
わ
ら
な
い
作
業

が
で
き
る
」
と
褒
め
て
い

た
だ
き
、
今
は
達
成
感
と

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。

義
手
対
応
シ
ョ
ベ
ル
の
開
発

●
受
賞
者
：
コ
ベ
ル
コ
教
習
所
（
株
）

　

近
隣
の
小
学
校
を
シ
ョ
ベ
ル
の
写
生
大
会
や
施
設
見

学
へ
招
待
し
た
り
、一
般
の
方
を
対
象
に
自
転
車
の
交
通

安
全
教
室
を
開
催
し
た
り
、
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を

行
い
ま
し
た
。「
将
来
シ
ョ
ベ
ル
に
乗
っ
て
み
た
い
」
と
か
、

「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
言
葉
を
聞
く
と
、
喜
び
と
共
に

社
会
的
責
任
も
強
く
感
じ
、

こ
う
し
た
小
さ
な
活
動
の

継
続
が
当
社
の
信
頼
に
つ

な
が
る
の
だ
と
痛
感
し
ま

し
た
。
受
賞
へ
の
感
謝
と

共
に
、
地
域
へ
働
き
か
け

を
さ
ら
に
進
め
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

コ
ベ
ル
コ
教
習
所
の
活
動

河
川
の
清
掃
と

養
護
学
校
生
徒
へ
の
水
上
バ
イ
ク
体
験
等
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私
は
大
垣
事
業
所
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
委
員
と
し
て
、
大
垣
事
業

所
と
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
G
r
と
の
パ
イ
プ
役
だ
け
で
な
く
、
親
睦
会

や
花
い
っ
ぱ
い
運
動
な
ど
大
垣
事
業
所
独
自
の
取
り
組
み
に
も

携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
委
員
に
選
ば
れ
た
当
初
は

Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
知
識
が
全
く
な
く
、
“と
に
か
く
自
分
た
ち
が
で
き
る

こ
と
は
何
か
？
”
と
考
え
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ

し
て
生
ま
れ
た
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
。
こ
れ
は
単
純
に
“自
分
た

ち
の
職
場
を
美
し
く
し
た
い
”
と
の
思
い
か
ら
計
画
し
た
も
の

で
す
が
、
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
方
も
徐
々
に
増
え
、
今
で
は
『
も

っ
と
花
を
植
え
た
い
』
と
の
声
が
上
が
る
ほ
ど
に
ま
で
な
り
ま

し
た
。
貴
重
な
昼
休
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
従
業
員
の

方
が
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
も
大
変

う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
ま
た
、
花
に
関
し
て
全
く
無
知
な
私
に
、

叱
咤
激
励
し
な
が
ら
年
配
の
方
か
ら
ご
指
導
い
た
だ
け
た
こ
と

は
、
花
の
知
識
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
人
生
の
先
輩
と
し
て
の

含
蓄
が
あ
り
、い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
自
身
、
今
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
が
楽
し
く
、
皆
さ
ん
と
共
に
成

し
と
げ
る
喜
び
も
加
わ
っ
て
、
“待
ち
遠
し
い
”
と
さ
え
思
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、こ
の
和
が
も
っ
と
広
が
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
２
０
０
７
年
７
月
に
現
在
の
部
署
に
異
動
し
、
初
め
て

Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
携
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
「
い
か
に
機
械
を
売
る

か
」
が
最
大
の
関
心
事
で
あ
り
、
正
直
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
と
は
あ
ま

り
縁
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
最

初
は
地
域
貢
献
活
動
に
参
加
し
た
り
、
啓
蒙
活
動
を
実
施
し

た
り
す
る
と
き
、
少
し
照
れ
く
さ
か
っ
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
社
員
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
姿
勢
や

Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
G
r
、Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
委
員
の
方
々
の
熱
心
な
姿
に

触
発
さ
れ
、
関
心
が
ど
ん
ど
ん
増
し
て
き
ま
し
た
。

　

立
場
上
、
近
隣
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
皆
さ
ん
や
品
川
区
の

住
民
の
方
と
接
す
る
こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、
皆
さ
ん
を
見
て

い
て
感
じ
る
の
は
“自
分
た
ち
の
町
を
も
っ
と
良
く
し
た
い
”
と

い
う
強
い
思
い
で
す
。
大
崎
に
本
社
を
置
く
コ
ベ
ル
コ
建
機
（
株
）

の
一
員
と
し
て
も
、
今
ま
で
以
上
に
地
域
に
根
づ
い
た
積
極
的

な
活
動
を
行
い
、
よ
り
良
い
町
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
、
未
来
を
考
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
大
崎
地
区
だ
け
で
な
く
品
川
区
に
ま
で
活
動
範

囲
を
広
げ
、
そ
し
て
コ
ベ
ル
コ
建
機
グ
ル
ー
プ
全
体
に
、
地
域
の

人
と
一
体
に
な
っ
た
活
動
の
和
が
広
が
る
よ
う
に
努
力
し
て
い

き
ま
す
。

　

私
は
、
教
習
所
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
担
当
と
し
て
、
全
国
教
習
所
へ
の
Ａ

Ｅ
Ｄ
設
置
や
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
学
園
・
養
護
学
校
と
の
交
流
な
ど
に
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
活
動
は
命
令
さ
れ
て
や
る
こ

と
で
は
な
く
、
自
発
的
な
思
い
に
支
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
だ
と

思
っ
て
い
る
の
で
、
社
内
で
の
呼
び
か
け
や
啓
蒙
活
動
の
と
き
に

も
、
“押
し
付
け
な
い
”
と
い
う
こ
と
に
特
に
気
を
つ
け
て
き
ま

し
た
。
実
際
、
子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
自
然
に
み
ん

な
の
顔
に
笑
顔
が
宿
り
、『
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
』
と
言

っ
て
も
ら
う
こ
と
で
み
ん
な
の
や
る
気
が
生
ま
れ
た
と
思
い
ま

す
。
手
ご
た
え
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
社
内
に
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
が

広
ま
っ
た
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
で
は
、Ｃ
Ｓ
Ｒ
基
金
を
申

請
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
？
な
ど
の
質
問
が
来
る
よ

う
に
な
り
、
自
発
的
に
『
何
か
社
会
貢
献
で
き
る
こ
と
が
な
い

か
』
と
考
え
る
環
境
が
で
き
て
き
た
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
課
題
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
“み
ん
な
が
一

人
ず
つ
で
き
る
こ
と
を
、で
き
る
範
囲
で
”
と
考
え
る
と
、
今
で

も
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
、
と
に
か
く
継
続
的
に
行
っ

て
い
く
こ
と
が
本
当
に
重
要
な
こ
と
で
す
。
そ
し
て
信
頼
さ
れ
、

“さ
す
が
コ
ベ
ル
コ
”
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
企
業
に
す

る
こ
と
が
私
の
目
標
で
す
。

手
ご
手
ご
た
え
や
成
果
成
果
を
体
験
体
験
し
、

自
発
的

自
発
的
な
活
動
が

活
動
が

生
ま
れ
た
こ
と
が
う
れ
し
い
。

社
員
社
員
や
地
域
住
民

地
域
住
民
の
熱
意
熱
意
に
感
激
。

感
激
。

地
域
地
域
に
密
着
密
着
し
た

活
動
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
。

い
ろ
い
ろ
な
人
か
ら
指
導
指
導
を

受
け
な
が
ら
多
く
多
く
の
こ
と
が

学
べ
た
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
。

Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
。

思
い
や
り
の
精
神
こ
そ
が
、

企
業
を
支
え
、

Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
支
え
る
根
幹
。

日
々
の
積
み
重
ね
が
心
に
変
化
を
。

地
道
な
活
動
を

継
続
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
。

Corporate Member's Impression 社員のコメント

澤　乃里子（さわ のりこ）

コベルコ教習所株式会社

業務部　係長

●CSR での役割：同社のCSR担当

　として活動

奥田　耕治（おくだ こうじ）

コベルコ建機株式会社

総務部総務グループ　アシスタントマネージャー

●CSR での役割：社内外との

　パイプ役として活動

コベルコ建機グループのＣＳＲ活動を担ってきた社員が、活動を通じて感じた思いをご紹介します。

社員から見たコベルコ建機グループのＣＳＲ活動

松浪　俊治（まつなみ  としはる）

コベルコ建機株式会社　大垣事業所　

生産管理室　マネージャー

●CSR での役割：同事業所の

　取りまとめ役として活動
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国
や
地
域
の
情
勢
、
現
地
法
人
等
の
事
情
に
よ
り
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
考
え
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
、一
概
に
定
量
的
な
手

法
を
確
立
さ
せ
た
り
、
成
果
を
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か

し
な
が
ら
、
実
際
に
活
動
す
る
担
当
者
が
胸
に
秘
め
る
ポ
リ
シ
ー

や
目
標
は
、
同
じ
方
向
を
向
い
て
い
て
欲
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
報
告
書
が
、
そ
の
役
割
の
一
端
で
も
補
う
こ
と
が
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
皆
さ
ま
か
ら
は
大
変
多
く
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
本
年
も
無
事
に
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

場
を
借
り
て
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、コ
ベ
ル
コ
建
機
西
日
本
（
株
）
に
て
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
委
員

と
し
て
1
年
間
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
自
社
内
で
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活

動
の
啓
蒙
は
も
と
よ
り
、
展
示
会
で
の
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
を
提

案
し
、
社
外
に
向
け
て
も
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま
し
た
。
推
進
委
員
に

選
ば
れ
た
当
初
は
、Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
は
何
か
？
何
を
す
べ
き
な
の
か
？

と
悩
む
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
情
報
開
示
も
一
つ
の
社
会
的

責
任
で
あ
る
と
思
い
、こ
の
パ
ネ
ル
展
示
を
思
い
つ
き
ま
し
た
。

　

私
は
、Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
企
業
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
で
あ
る
、つ
ま
り
ど
の

部
署
ど
の
業
務
に
お
い
て
も
関
連
す
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
部
署
の
方
々
と
同
じ
ベ
ク
ト
ル
で

考
え
る
こ
と
は
、
自
分
自
身
に
と
っ
て
も
大
変
有
意
義
で
、
勉

強
に
な
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
私
の
周
り
で
も
、
率
先
し
て

地
域
行
事
に
参
加
し
た
り
、ペ
ー
パ
ー
レ
ス
や
有
害
物
質
へ
の
対

策
を
と
っ
た
り
、
ま
さ
に
“身
の
丈
に
合
っ
た
活
動
”
が
着
実
に

拡
大
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

昨
今
、
自
分
自
身
も
含
め
て
“思
い
や
り
”
が
希
薄
に
な
っ
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
地
域
社
会
や
社
員
・
そ
の
家
族
に
思
い

や
り
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
根
幹
で
あ
り
、

大
事
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
展
示
会
な
ど
対
外
的

な
場
で
、
そ
れ
ら
を
広
め
ら
れ
る
よ
う
な
活
動
が
し
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

手
ご
た
え
や
成
果
を
体
験
し
、

自
発
的
な
活
動
が

生
ま
れ
た
こ
と
が
う
れ
し
い
。

社
員
や
地
域
住
民
の
熱
意
に
感
激
。

地
域
に
密
着
し
た

活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
。

い
ろ
い
ろ
な
人
か
ら
指
導
を

受
け
な
が
ら
多
く
の
こ
と
が

学
べ
た
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
。

思
い
や
り
の
精
神
精
神
こ
そ
が
、

企
業
企
業
を
支
え
、

Ｃ
Ｓ
Ｒ

Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
支
え
る
根
幹
。

根
幹
。

日
々
の
積
み
重
ね
が
心
に
変
化
変
化
を
。

地
道
地
道
な
活
動
活
動
を

継
続
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
。

大
切
。

　

私
は
C
S
R
活
動
の
立
ち
上
げ
時
か
ら
関
わ
っ
て
い
ま
す

が
、
現
在
は
C
S
R
推
進
G
r
の
中
で
も
大
垣
事
業
所
と
社

員
教
育
を
主
に
担
当
し
て
い
ま
す
。
C
S
R
活
動
を
始
め
た

当
時
は
、
皆
さ
ん
が
C
S
R
活
動
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け

る
か
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
日
を
追
う
毎
に
少
し
ず
つ
全
社

的
に
C
S
R
を
理
解
、
取
り
組
ん
で
い
る
社
員
が
増
え
て
き
た

こ
と
が
、
C
S
R
推
進
G
r
の
一
員
と
し
て
何
よ
り
も
う
れ
し

い
こ
と
で
す
。
ま
た
、
日
々
の
地
道
な
C
S
R
活
動
や
地
域
社

会
貢
献
が
、
社
会
環
境
報
告
書
と
し
て
グ
ル
ー
プ
社
員
の
皆
さ

ん
や
一
般
の
方
々
へ
情
報
配
信
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
日
で
は
誰
に
指
示
さ
れ
る
わ
け
で
も
な
く
、マ
イ
カ
ッ
プ

運
動
や
ゴ
ミ
分
別
等
に
対
し
て
違
和
感
な
く
皆
さ
ん
が
実
施

し
て
い
る
様
子
を
見
る
と
、
私
を
含
め
社
員
の
皆
さ
ん
の
気
持

ち
に
お
い
て
も
何
か
良
い
変
化
が
あ
っ
た
の
で
は
？
と
感
じ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
日
々
の
積
み
重
ね
の
賜
物
で
あ
り
、こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
が
い
か
に
大
切
な
こ
と
か
と
大
変
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。

　

身
の
丈
に
あ
っ
た
地
道
な
取
り
組
み
の
積
み
重
ね
を
こ
れ
か

ら
も
継
続
で
き
る
よ
う
、
努
力
し
て
い
き
ま
す
。 荒木　治郎（あらき じろう）

コベルコ建機株式会社　

総務部人事グループ長

●CSR での役割：大垣事業所および

　社員教育担当として活動

茂見　定詩（もみ さだし）

コベルコ建機西日本株式会社

業務部販売促進グループ

●CSR での役割：同社の取りまとめ役

　として活動

総
務
部　

Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
グ
ル
ー
プ

宮
尾　

卓
司

　

「
東
京
本
社
前
の
花
壇
の
手
入
れ
」
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
、
自
然
と
毎
日
花
壇
に
目
が
行
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

花
壇
に
ご
み
が
捨
て
ら
れ
て
い
た
り
、
花
が
踏
み
つ
け
ら
れ
て
い

る
の
を
見
る
と
悲
し
く
な
り
ま
す
。
春
に
ニ
ュ
ー
ス
で
報
じ
ら
れ

て
い
た
「
花
い
じ
め
」
は
、
手
入
れ
を
し
て
い
る
人
に
と
っ
て
許
し

が
た
い
こ
と
で
す
。
こ
の
社
会
環
境
報
告
書
2
0
0
8
を
読
ん

で
、
皆
さ
ん
の
心
に
何
か
響
く
も
の
が
あ
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

総
務
部　

Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
グ
ル
ー
プ

上
山　

晶
子

　

本
誌
の
製
作
中
に
中
国
四
川
省
で
の
大
地
震
の
一
報
が
入
り

ま
し
た
。
成
都
に
工
場
が
あ
る
当
社
に
と
っ
て
一
大
事
で
す
が
、
現

地
工
場
社
員
の
安
否
と
同
時
に
C
S
R
で
支
援
し
て
い
る
現
地

小
学
校
生
徒
の
安
否
を
社
員
皆
が
心
配
し
、
何
か
支
援
し
よ
う

と
自
発
的
に
議
論
が
始
ま
っ
た
の
を
見
て
、こ
の
活
動
を
し
て
き

て
良
か
っ
た
と
実
感
し
ま
し
た
。
当
社
と
し
て
タ
イ
ム
リ
ー
に
で

き
る
だ
け
の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。一
日
も
早

く
被
災
地
が
復
旧
で
き
る
よ
う
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
委
員
会
委
員
長

錦
野　

宰
一

編

集

後

記
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